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毎月１回発行

主 な 内 容

２つの笠鉾、99年ぶりの競演
　秩父祭屋台が国の重要有形民俗文化財に指定さ
れてから今年で50年を迎えた記念行事として、秩
父夜祭の中近笠鉾、下郷笠鉾が、三層の花笠をつ
けた本来の姿で曳行されました。２台揃っての曳
行は大正２年以来のできごとで、この歴史的な日
に立ち会おうと、約13万人の観客が訪れました。

平成24年10月１日現在（外国人含む）

人口／67,870人（－ 19人） 出生／ 38人
　男／33,116人（－ ３人） 死亡／ 60人
　女／34,754人（－ 16人） 転入／ 81人
世帯／26,358世帯（＋14世帯） 転出／ 78人

（９月中の人数）
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秩父地域おもてなし観光公社フェイスブックぜひご覧ください。
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る
業
務
な
の
で
少
し
不
安
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
！

近
藤　

趣
味
嗜し

好こ
う

が
多
様
化
し
て
い
る

の
で
、
視
点
を
変
え
た
り
、
情
報
発
信

の
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん

の
方
に
秩
父
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

白
井　

夢
は
大
き
く
、
秩
父
地
域
が
た

く
さ
ん
の
観
光
客
で
あ
ふ
れ
る
観
光
地

に
し
た
い
で
す
。

　

仕
事
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
た
二
人
。
若
い
パ
ワ
ー
が
伝
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
二
人
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
！

に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
多
様
で
独
特
な
文
化
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

白
井　

人
が
温
か
い
。
お
祭
り
に
対
す

る
強
い
こ
だ
わ
り
（
熱
い
思
い
）
を
と

て
も
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ　

実
際
勤
務
し
て
ど
う
で
す
か
？

近
藤　

人
と
の
つ
な
が
り
が
増
え
、
魅

力
を
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
未
発

掘
の
観
光
資
源
や
、
ま
だ
ま
だ
気
が
付

か
な
い
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
な

か
な
か
大
変
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

白
井　

す
べ
て
が
勉
強
。
美
味
し
い
味

覚
も
多
く
う
れ
し
い
。
今
ま
で
は
国
内

外
の
全
地
域
対
象
と
し
て
行
程
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
１
８
０
度
見
方
の
異
な

　

一
人
は
、
近
藤
周あ

ま
ね

さ
ん
、
も
う
一
人

は
白
井
ゆ
か
さ
ん
で
す
。
お
二
人
に
、

秩
父
の
印
象
や
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み

を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

前
職
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？

近
藤　

駅
ナ
カ
店
舗
の
開
発
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

白
井　

担
当
企
業
の
視
察
研
修
・
社
員

旅
行
な
ど
を
企
画
提
案
か
ら
実
施
・
清
算

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ　

現
在
の
業
務
は
？

近
藤
、
白
井　

ま
ず
は
秩
父
地
域
の
こ

と
を
知
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に

お
会
い
し
て
い
ま
す
。
毎
日
が
発
見
の

日
々
で
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
で
コ
ア
な
情
報
を
発
信
し
た
り
、

魅
力
的
な
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
に
携

わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
前

職
を
活
か
し
た
営
業
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

秩
父
地
域
の
印
象
は
？

近
藤　

小
さ
い
頃
か
ら
身
近
な
観
光
地
。

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
や
長
瀞
の
岩
畳
な
ど

　

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
構
想
の
協
定
項

目
の
う
ち
、
産
業
振
興
と
し
て
観
光
連

携
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
秩
父

圏
域
が
連
携
し
た
観
光
政
策
を
展
開
す

る
た
め
に
、「
秩
父
地
域
お
も
て
な
し

観
光
公
社
」
が
平
成
24
年
４
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、こ
の
公
社
に
は
、

総
務
省
の
事
業
で
あ
る
※「
若
手
企
業
人

地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
て
、

民
間
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
二
人
の
若

い
職
員
が
事
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

観
光
連
携

魅
力
ア
ッ
プ
に
若
者
の
力
を
！

※
若
手
企
業
人
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

三
大
都
市
圏
に
本
社
の
あ
る
民
間
企
業

の
若
手
社
員
が
、
地
方
の
自
治
体
に
出
向

し
、
職
場
経
験
を
す
る
交
流
事
業
。
若
者

の
視
点
を
生
か
し
て
、
人
材
の
定
着
や
魅

力
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
。

　

平
成
21
年
９
月
に
秩
父
市
、
横
瀬
町
、
皆
野
町
、
長
瀞
町
、
小
鹿
野
町
の
１

市
４
町
で
形
成
協
定
を
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
現
在
は
10
分
野
に
お
い
て

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
う
ち
、
観
光
連
携
、
ち
ち
ぶ
医
療
協

議
会
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
状
況
や
今
後
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西武鉄道㈱から
派遣された近藤さん

近畿日本ツーリスト㈱から
派遣された白井さん

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
の
主
な
取
り
組
み

「ずっと、もっと、ちちぶ。」
ちちぶ定住自立圏構想とは…

　生活に必要な医療や雇用、交通
などの機能を、市や町が役割分担
しながら、支えていくことで、圏
域全体で生活機能を確保する構想
のこと。この構想に位置付けられ
た事業に対しては、特別交付税の
財政措置がされます。



市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、秩父保健セ
ンター、スポーツ健康センター、文化体育センター、吉田生涯学習センター、地場産センター、市立病院でも配布しています。3

　

全
国
的
に
見
て
も
、
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

秩
父
地
域
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
医
療
行
為
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
状
態
は
、
日
ご

ろ
、
私
た
ち
の
生
活
に
安
心
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
も
し
、
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
が
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
ら
、
大
変
な
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
の
協

定
項
目
の
中
か
ら
、
医
療
分
野
を
推
進

す
る
た
め
、
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
平
成

23
年
９
月
に
「
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
主
な
取
り
組
み
は
左
枠
に

記
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
！

　

医
療
体
制
の
維
持
に
は
、
医

療
関
係
機
関
、
行
政
の
連
携
は

も
と
よ
り
、
医
療
を
受
け
る
側

も
、
医
療
に
関
心
を
も
ち
、「
医

科
や
歯
科
な
ど
の
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
こ
と
」
や
、「
適
正

な
受
診
を
心
が
け
る
こ
と
」
も

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ち
ち
ぶ
医
療

協
議
会
」
の
活
動
に
注
目
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
秩
父
地
域
の
厳
し
い
医
療
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
〜

ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
を
！

医師・医療スタッフの確保
　５病院（秩父、皆野、秩父生協、秩父市立、小鹿野中央）で後
期研修医を募集開始、医療従事者研修会（プライマリー医塾）の
開催、ホームページなどで取り組みを紹介、産科医療への支援。
救急医療の維持
　二次救急病院の輪番制継続、救急車の機能向上（H22・23）、
休日および準夜帯の調剤薬局開設、初期救急のための対応。
予防医療の取り組み
　マイカルテ導入検討、口腔機能向上の取り組みなど
リハビリテーション体制
　回復期リハビリテーションを行う医療機関への支援（H22・23）、
住民に広める健康体操の検討

ホームページもご覧ください。
http:// www.chichibu-hsp.org/

地場産センター 亀井さん

空き家バンク事業
～空き家をお持ちの方、有効活用のためぜひ登録を！～

　ちちぶ空き家バンクは、秩父に住んで、のんびり
ゆったりとした田舎暮らしを希望する方と、空き家・
空き地物件を所有する方とを結ぶ、コーディネート
事業です。
　１市４町と埼玉県宅地建物取引業協会秩父支部、
広域秩父産業連携フォーラム（FIND Chichibu）
ちかいなか分科会で構成する「ちちぶ空き家バンク
推進協議会」が運営しています。移住希望者の相談
対応や物件の紹介・仲介、移住後の生活相談など、
秩父地域に住みたいと考えている方をサポートしま

す。また、物件の充実をはかること
は、空き家の
解消にもつな
がります。稼
働して１年９か
月。現在の状況
やこれからの予
定を、事務局の
地場産センター
亀井 学さんに
お聞きしました。

Ｑ：いままでの実績は？
Ａ：10月24日現在で、土
地18件、家屋27件の登
録があります。これま
で16件の成約があり、
このうち郡市外の方が
６件となっています。

Ｑ：田舎暮らしを希望する方は多いのですか？
Ａ：こちらの事務局や市役所・役場を合わせると、
週に５～６件程度の問い合わせがあります。おお
まかなご要望をお聞きしてホームページに掲載さ
れている物件をいくつかご紹介します。気に入っ
た物件があった場合は、担当不動産業者立ち会い
のもと、見学もできます。大きな買い物ですので、
すぐすぐの成約とはなりませんが、できる限りご
希望に添えるよう対応しています。

Ｑ：これからの動きは？
Ａ：毎年、都内で行われている、田舎暮らしを希望
している方々を対象としたイベントに参加し、秩
父の魅力をアピールします。また、11月中旬には、
「秩父物件見学ツアー」と題した物件見学会を初
めて行い、現在、参加者を募っています。多くの
方が秩父地域に住んでいただけるよう、関係機関
と連携を図りながらこれからも進めていきます。http://www.chichibuakiyabank.com/

ちちぶ医療協議会の具体的な取り組み
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の
後
、
絹
織
物
の
隆
盛
と
と
も
に
山
車

へ
財
が
投
じ
ら
れ
大
変
に
豪
華
な
も
の

に
な
り
、「
秩
父
型
」
の
屋
台
、
笠
鉾
へ

と
独
自
の
発
展
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

秩
父
祭
屋
台
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

は
、
屋
台
の
両
側
面
に
構
え
る
歌
舞
伎

の
仮
設
舞
台「
張は

り

出だ
し

舞
台
」（
写
真
左
上
）

が
あ
る
こ
と
。４
基
が
毎
年
順
番
で「
屋

台
芝
居
」
を
上
演
し
ま
す
。
ま
た
、
通

常
の
屋
台
の
舞
台
上
で
長
唄
を
奉
納
す

る
「
曳
き
踊
り
」
が
あ
る
の
も
見
逃
せ

な
い
特
徴
で
す
。

12
／
１
㈯　

屋
台
特
別
曳
行

　

屋
台
４
基
は
、
午
前
中
か
ら
各
収
蔵

庫
を
出
発
し
、
秩
父
神
社
境
内
に
集
結

し
ま
す
。
そ
の
後
も
、
大
通
り
を
中
心

に
曳
き
廻
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

当
日
は
、
秩
父
神
社
周
辺
〜
大
通
り

を
中
心
に
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
臨
時
駐
車
場
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
文
化
財
保
護
課
☎
22

－

２
４
８
１

　

秩
父
夜
祭
の
屋
台
４
基
は
、
そ
の
目

的
の
一
つ
が
、「
芸
能
を
演
じ
る
た
め

の
舞
台
と
楽
屋
を
併
せ
持
つ
山
車
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
〜
中
期
、
江
戸
で
発

展
し
た
歌
舞
伎
な
ど
の
芸
能
文
化
が
、

祭
り
文
化
と
と
も
に
各
地
へ
伝
え
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。
秩
父
地
方
に
も
そ
の

波
が
届
き
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

年
間
（
１
７
１
６
〜

３
５
）
に
、
秩
父
神
社
例
大
祭
の
付つ

け

祭ま
つ

り
※

の
た
め
に
屋
台
が
建
造
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

▲秩父祭屋台の「張
はり

出
だし

舞台」
　今年当番の宮地屋台は、舞台
を設置した際、観客が役者の足
元まで見られるよう、屋台の勾

こう

欄
らん

を通常より下へずらせる独自
の工夫がされています。

　

多
く
の
感
動
を
生
ん
だ
10
月
の
「
秩
父
祭
笠
鉾
特
別
曳
行
」
に
引
き
続
き
、
国

の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
50
周
年
を
記
念
し
て
、
秩
父
夜
祭
の
屋
台
４
基

（
宮
地
屋
台
、
上
町
屋
台
、
中
町
屋
台
、
本
町
屋
台
）
が
、
12
月
１
日
㈯
に
も
特

別
に
曳
行
さ
れ
ま
す
！　

例
年
と
は
違
う
特
別
な
夜
祭
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

※神事とは別の民間の祭礼行事

本町屋台 上町屋台 宮地屋台 中町屋台

秩父夜祭

秩
父
祭
屋
台
特
別
曳
行

「
秩
父
祭
屋
台
」

国
指
定
50
周
年
記
念
事
業

12/１
（土）

秩
父
夜
祭
の
キ
ホ
ン

「
秩
父
祭
屋
台
」っ
て
な
ぁ
に
？

秩父夜祭　ミニ行事予定表　※開催時間等は変更となる場合があります。

笠鉾・屋台
曳き廻

まわ

し　

２日　※上町・中町・本町屋台のみ　正午～午後４時30分、午後６時～８時
　　　※一部午前から（各屋台収蔵庫・会所～大通り～秩父神社など）
３日　午前９時～４日午前未明  
　　（各笠鉾・屋台収蔵庫・会所～大通り～秩父神社～秩父公園など）

屋台芝居（当番：宮地）
２日　正午～午後１時30分ごろ（宮地屋台収蔵庫前）
３日　午後０時30分～２時（秩父神社境内）

屋台曳き踊り　　
２日　正午～午後４時
３日　午前９時30分～午後１時 （各屋台会所～大通り～秩父神社など）

秩父神社神楽　　 ２、３、６日　午前10時～（秩父神社境内　神楽殿）

花火大会　 ２日　午後７時～８時ごろ　３日　午後７時30分～10時

中近笠鉾飾置き ４日　午前10時～午後３時 （中近笠鉾収蔵庫　※中村郵便局隣）

下郷笠鉾飾置き ４日　午前10時～午後３時 （下郷笠鉾収蔵庫）

本町屋台飾置き ４日　午前９時～午後３時 （秩父神社）

神楽・獅子舞の披露 ４日　午前10時～ （秩父神社）秩父各地域の神楽・獅子舞を披露します。

詳しい行事内容は…
　㈳秩父観光協会発行「秩父夜祭行事案内・交通案内図」を、朝日・埼玉・産経・東京・日経・
毎日・読売新聞の朝刊に折り込みますのでそちらをご覧ください。なお、ほかの新聞を購読の方、
未購読の方は、秩父市役所総合案内（歴史文化伝承館）、西武秩父駅前「秩父観光情報館」等で
配布しています。その他ご不明な点は右記へお問い合わせください。

夜祭を安全で安心に行えますように、警備関係者の方の指示に従うようお願いします。

12/３㈪ 臨時駐車場を設置
大　大型車　 5,000円
㋮　マイクロバス　 3,000円
○普　普通車（二輪車含む） 500円

西小 ○普 花の木小 ○普
秩父二中 ○普 南小 ○普
秩父一小 ○普 ミューズパーク ○普・大
道の駅ちちぶ裏 ○普・大・㋮
※ ミューズパークからベルク公園橋店まで無料
シャトルバスで送迎します。
※ 道の駅ちちぶでは、屋外販売を行うため、12月
３日㈪は駐車場を閉鎖します。また、入口も午
前９時～午後11時30分まで車両通行止となるた
め、芸術文化会館への車両進入はできません。

「御旅所」入場規制にご協力を！
　12月３日㈪午後５時30分から本町屋台が到着後、
停止する時間（10時30分ごろ）までは、許可され
た方以外、御旅所（秩父公園）内に入ることがで
きません。ご理解・ご協力をお願いします。

　１秩父まつり対策本部事務局
　　（市役所観光課内）☎２５－５２０９
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「和を以
も

って

貴
たっと

しと為
な

す」

市長コラム

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち

市
長  

久
喜  

邦
康

市ホームページ「市長ブログ～ようこそ！ 市長室へ～」日々更新中！ ぜひご覧ください。

流
し
踊
り
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
の
日
か
、
笠

鉾
の
曳
行
が
で
き
る
日
を
願
い
つ
つ
、

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
へ
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
各
笠
鉾
・
屋
台
町

会
・
神
輿
町
会
な
ど
多
く
の
関
係
者
の

ご
協
力
を
賜
り
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
、
群
馬
県
太
田
市
に
お

住
ま
い
の
方
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
夫
婦
で
全
国
を
旅
し
て
い

る
方
で
、
８
月
に
は
秩
父
市
に
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
そ
の
際
、
地
域
の
情
報

を
得
る
た
め
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
た

秩
父
市
役
所
の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
や
カ
ウ
ン
タ
ー

の
生
花
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
や
建
物

の
清
潔
感
、
窓
口
で
の
応
対
態
度
な
ど

に
つ
い
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市

役
所
だ
と
、
ま
た
、
老
後
の
移
住
先
の

候
補
の
一
つ
に
し
た
い
と
、
お
褒
め
の

こ
と
ば
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
大
変

う
れ
し
く
思
う
と
同
時
に
、
今
後
も
市

職
員
と
と
も
に
身
を
引
き
締
め
、
お
も

て
な
し
の
心
で
秩
父
市
を
訪
れ
る
お
客

様
に
接
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
月
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
国
際
認

証
の
取
得
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
ま
で

以
上
に
「
皆
さ
ん
が
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
月
は
、重
要
有
形
民
俗
文
化
財「
秩

父
祭
屋
台
」
国
指
定
50
周
年
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
約
13
万
人
の
方
々

に
、
99
年
ぶ
り
に
実
現
し
た
中
近
笠
鉾

と
下
郷
笠
鉾
本
来
の
姿
で
の
同
時
曳
行

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
基
の
笠

鉾
が
街
中
を
曳
行
さ
れ
る
姿
は
圧
倒
的

な
迫
力
で
、「
で
か
い
な
ぁ
」「
き
れ
い

だ
な
ぁ
」
と
い
う
声
を
あ
ち
こ
ち
で
聞

き
ま
し
た
。
各
町
会
の
皆
様
に
は
、
夜

祭
の
笠
鉾
と
川
瀬
祭
の
笠
鉾
・
屋
台
が

同
時
に
見
ら
れ
る
と
い
う
歴
史
的
な
場

面
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
Ｃ

‐
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
、
秩
父
屋
台
囃
子
20
連

太
鼓
の
皆
さ
ん
、
豊
島
区
の
か
っ
ぽ
れ

11月28日㈬

午前９時～10時
大滝総合支所にて

午前11時～11時30分
歴史文化伝承館１階にて

12月19日㈬

午前９時～10時
荒川総合支所にて

午前11時～11時30分
歴史文化伝承館１階にて

※ 日程は変更される場合が
ありますので、ご確認くだ
さい。

１広報広聴課
　☎２２－２５０５

　10月６日、大田にある「めぐちゃん田んぼ」で、親子稲刈
り教室が行われました。20回目を迎えた今回、豊島区から
15組計46人の親子が参加し、 大田営農推進協議会の皆さん
の協力で、手作業による稲刈りを体験しました。稲刈りの
あとには餅つきを楽しみ、とれたて新鮮な野菜や手作りお
にぎりを食べて、収穫の喜びを感じていただけたようです。

親子で味わう収穫の喜び

　10月７日に開催された「秩父祭笠鉾特別曳行」のまちな
かイベントに豊島区から梅

ばい

后
こう

流「江戸芸かっぽれ」の皆さ
んが参加されました。秋晴れの空の下、あでやかな衣装を
着て小気味よい粋な踊りでまちなかを華やかにしていただ
きました。　

秩父祭笠鉾特別曳行で「かっぽれ踊り」を披露

　秩父市と豊島区では、毎年交互に各市・区の団体が、相
手方の文化祭に参加しています。今年は豊島区から「復興
チームＡ～ダンスキッズ」の皆さんが、10月14日に行われ
た中央公民館の文化祭へ参加し、幼児から中学生までの幅
広い年齢層で、力強い一体感のあるダンスを披露していた
だきました。小さなダンサーたちの発表に観客から大きな
拍手と歓声が送られていました。

文化祭で広げる姉妹都市の輪

姉妹都市・豊島区との交流
事業をお伝えします。



ＷＨ
Ｏ世界

基準の安心・安全なまちづくり

第２号

2012年11月号 6

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
新

し
く
特
別
な
こ
と
を
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
、安
心
・

安
全
活
動
を
次
の
２
つ
の
視
点
に
基
づ

き
、
よ
り
質
の
高
い
活
動
に
す
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。

①
科
学
的
な
分
析
に
よ
る
「
予
防
」

　

現
在
、
交
通
安
全
や
防
災
訓
練
、
健

康
づ
く
り
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ケ

ガ
や
事
故
の
予
防
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
効
果
を
上
げ
る
に
は
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
、
実
際
に
ど
の
く

ら
い
ケ
ガ
や
事
故
を
防
ぎ
、
安
心
・
安

　

先
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
。
こ

れ
か
ら
、
実
際
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
が
、
こ
の
活
動
は
、
実
は
ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
、
今
ま
で
の
安
心
・
安

全
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
な
が
ら
、
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は

新
し
い
活
動
で
は
な
い
？

一
歩
進
ん
だ
安
心
・
安
全
の

仕
組
み
作
り
に
向
け
て

国際認証の取得を目指し
て

全
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
根
拠
と

な
る
原
因
を
確
認
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
改
善
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
の

が
、セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
す
。

　

今
ま
で
の
活
動
は
計
画
・
実
行
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
は
、そ
こ
に
確
認
・
改
善
の
工

程
を
加
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

②
横
断
的
な
「
連
携
・
協
働
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
安
心
・
安
全
活
動
は
、

そ
れ
自
体
が
特
色
あ
る
活
動
で
す
が
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
は
、
た

く
さ
ん
の
団
体
の
活
動
を
、「
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
活
動
と
し
て
連
携

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

お
互
い
に
知
り
、
協
力
し
合
っ
て
さ
ら

に
質
の
高
い
活
動
に
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
し
ま
す
。

町会

行政

消防

学校

病院 警察

企業

一歩進んだ

地域の
安心・安全

町会

行政

消防

学校

病院

警察

企業

活動の考え方

それぞれ特色ある安心・安全活動

NPO

NPO

地域の安心・安全

活動の流れ

活動を計画

活動を実行

活動の考え方 活動の流れ

連携・協働による活動

原因の分析

科学的な分析
による「予防」

「セーフコミュニティ」とは？

　世代や障がいの有無に関わら
ず、安心・安全に暮らせるまちづ
くりに継続的に取り組む「まち」
のことをいいます。この取り組み
を、「世界保健機関（ＷＨＯ）地
域の安全向上のための協働セン
ター」が国際認証しています。
　「ケガやそれを引き起こす事故
などは偶然に起こるものではな
く、予防することができる」とい
う理念のもと、科学的なデータに
基づく「プログラム」と、地域・
行政・警察・家庭・学校などの「横
断的な連携」を組み合わせ、事故・
犯罪、災害、自殺等の予防に継続
的に取り組むものです。

１地域政策課セーフコミュニティ担当
　☎２２－２８２３
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設
計
者
を
選
定

　

市
で
は
、
優
れ
た
設
計
者
を
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
し
、

代
表
企
業
と
市
内
企
業
と
の
共
同
企
業

体
に
よ
り
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
設
計
者
選
定
委
員
会
（
10
月

５
日
）
で
は
、
代
表
企
業
枠
６
者
に
よ

る
第
２
次
審
査
が
行
わ
れ
、
提
出
さ
れ

た
技
術
提
案
の
公
開
質
疑
、
そ
の
後
の

審
査
に
よ
り
、「
株
式
会
社
佐
藤
総
合

計
画
」
を
最
優
秀
者
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
同
設
計
者
は
、
市
内
企
業
枠

（
候
補
者
２
者
）
か
ら
１
者
を
選
定
し
、

設
計
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
を
結
成
し

ま
す
。

今
後
の
進
め
方

　

新
し
い
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
市
民

会
館
の
建
設
に
際
し
て
、
広
く
市
民
か

ら
意
見
を
聴
き
な
が
ら
建
設
業
務
を
進

め
る
た
め
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
や
ホ
ー
ル
利
用
各
種
団
体
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
な

ど
を
伺
い
、
設
計
業
務
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

解
体
工
事
を
実
施
中

　

市
役
所
本
庁
舎
の
解
体
工
事
は
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
現
在
、
建
物
本
体
を

解
体
す
る
工
程
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
館
の
解
体
工
事
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
な
り
、
法
令

に
基
づ
い
て
適
切
に
処
理
し
た
後
、
建

物
本
体
を
解
体
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
近
隣
の
方
々
を
始

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
安
全

対
策
に
は
十
分
配
慮
し
て
解
体
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

１
市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
準
備
室

　

☎
25

－

５
２
２
９

市役所本庁舎解体の様子
（10月中旬撮影）

　

10
月
５
日
に
行
わ
れ
た
公
開

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秩
父
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
市

民
会
館
の
建
設
に
向
け
て
、
新

し
い
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の

設
計
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

新しい施設の設計者を選定しました 市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び

市
民
会
館
の
建
設
に
向
け
て

〈選定された設計者の配置イメージ図〉
※ この図は、最優秀者 「㈱佐藤総合計画」の技術提案書から抜粋したものです。あくまでもイメージ
であり、具体的な新庁舎の位置や規模等を決定したものではありません。

※ 技術提案書は、市ホームページでご覧いただけます。

「秩父市安心安全メール」にて、防災・防犯情報、防災無線放送の内容、火災情報を配信中！
右のＱＲコードを読み取るか、t-chichibu@sg-m.jpに本文が空白のままメールを送ってください。



市の財政は　　　です！健全

１健全化判断比率
　市の健全化判断比率は、表１のとおり、いずれも早期
健全化基準※1および財政再生基準※2を下回りました。

２資金不足比率
　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対
してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、資
金不足比率が経営健全化基準※3（20.0％）を超えた
場合には、企業ごとに、「経営健全化計画」の策定
と外部監査の導入が義務付けられ、経営の健全化に
取り組むことになります。
　市では、水道事業会計、市立病院事業会計、下水
道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、戸別
合併処理浄化槽事業特別会計および公設地方卸売市
場特別会計のいずれの公営企業会計も資金不足は生
じませんでした。
１財政課☎２２－２２０３

　今回の分析にあたり、市の財政におけるいずれの指標についても、平成22年度に引き続き、健全であると
いう結果となりました。特に、実質公債費比率および将来負担比率は、厳しい財政状況にあるため、市役所
全体で経費節減に取り組んだ結果、前年度の比率を大きく下回り、健全性がより増しているといえます。

用語解説
※１ 早期健全化基準
　地方公共団体が、財政状況が悪化した状況において、自主的かつ
計画的にその財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比率および将来負担比率のそれぞれ
について定められた数値です。

※２ 財政再生基準
　地方公共団体が、財政状況の著しい悪化により自主的な財政の健
全化を図ることが困難な状況において、国等の関与により計画的に
その財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結実質
赤字比率および実質公債費比率のそれぞれについて、早期健全化基
準を超えるものとして定められた数値です。

※３ 経営健全化基準
　地方公共団体が、自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を
図るべき基準として、資金不足比率について定められた数値です。

表１　市の健全化判断比率  （単位：％）

健全化判断比率
（秩父市の数値）

早期健全化基準
※1

財政再生基準
※2

実質赤字比率 ― 12.63 20.00 

連結実質赤字比率 ― 17.63 35.00 

実質公債費比率 7.0 25.0 35.0 

将来負担比率 44.6 350.0 

※ 実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額がないことから比率
を「－」で記載しています。

表２　健全化判断比率等と秩父市の会計区分
会計分類 会計名称 健全化判断比率

一般会計等 一般会計

実
質
赤
字
比
率
連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率
将
来
負
担
比
率

公営事業会計

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
市立病院事業会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別合併処理浄化槽事業特別会計
公設地方卸売市場特別会計

資
金
不
足
比
率

国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（診療施設勘定）
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
駐車場事業特別会計

一部事務組合・
広域連合

秩父広域市町村圏組合
埼玉県市町村総合事務組合
彩の国さいたま人づくり広域連合
埼玉県後期高齢者医療広域連合

第三セクター

秩父市地域振興公社
秩父浦山ダム振興センター
ちちぶ観光機構
龍勢の町よしだ
源流郷おおたき
秩父地域地場産業振興センター

平成23年度

決算分析

ご寄附ありがとうございました
　次の方々から、寄附をいただきました。

温かな善意に感謝し、ご紹介します。

◎高齢者介護事業のために

▼９月13日、桜木ミツジ様から10,000円

◎社会福祉のために

▼  ９月19日、ヤオコー秩父上野町店様か

ら7,309円

▼  ９月22日、宗福寺様（井上智晴住職）

から20,000円
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緊
急
消
防
援
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
訓

練
が
、
11
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
に
新
座

市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
11
月
29

日
㈭
午
後
に
は
秩
父
防
災
基
地
に
お
い

て
山
間
孤
立
救
出
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

消
防
防
災
ヘ
リ
４
機
に
よ
る
救
出
が
行

わ
れ
ま
す
。
な
お
、
救
出
は
山
間
孤
立

地
域
に
見
立
て
た
防
災
基
地
に
、
消
防

防
災
ヘ
リ
が
順
次
着
陸
し
、
18
人
の
孤

立
者
を
救
出
、
訓
練
メ
イ
ン
会
場
の
新

座
市
へ
搬
送
す
る
予
定
で
す
。

　

実
際
の
災
害
と
お
間
違
え
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
消
防
本
部　

警
防
課

　

☎
21

－

０
１
２
２

緊
急
消
防
援
助
隊

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
を

実
施
し
ま
す



9

　

給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
は
、
法
令
に
よ
り
、
事
業
主
が
給
与
か
ら
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
を
し
て
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て
市
に
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
別
徴
収
を
す
る
こ
と
で
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
所
得
税
の
よ
う
な
、

税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

埼
玉
県
秩
父
県
税
事
務
所
と
市
で
は
、
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
の
徹
底
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
は
こ
ん
な
利
点
が
あ
り
ま
す

○
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

普
通
徴
収
の
納
期
が
原
則
年
４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12
回
で

あ
る
た
め
１
回
当
た
り
の
負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

１
市
役
所
市
民
税
課　

市
民
税
担
当
☎
22

－

２
２
０
９

　

秩
父
県
税
事
務
所
☎
23

－

２
１
１
０

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
は

「
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）」で

納
税
を
お
願
い
し
ま
す

税のお知らせ
　

税
負
担
の
公
平
性
お
よ
び
税
収
入
確
保
の
た
め
、
埼
玉
県
と
県
内
す
べ
て
の
市

町
村
で
は
「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」
を
設
定
し
、｢

ス
ト
ッ
プ
！

滞
納｣

を
合
言

葉
に
徴
収
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
一
部
の
方
は

滞
納
し
て
い
る
状
況
で
す
。
市
で
も
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
の

強
化
な
ど
、
滞
納
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
！

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
収
納
課
☎
22

－

２
２
１
０

11
月
〜
1
月
は

「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」
で
す

ストップ�
滞納

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
各
種
広
報
広
聴
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
税
の
役
割
、

適
正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に
向
け
た
国
税
庁
、
国
税
局
お
よ
び
税
務
署

の
取
り
組
み
や
、
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
に
対
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
紹
介
コ
ン
テ
ン
ツ

に
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
国
税
庁
に
対
す
る
要
望
等
を
お
聴
き
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
税
務
署
☎
22

－

４
４
３
３
（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

秩
父
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
切
な
税
の
こ
と
を
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に
よ
り
広
く
寄
附
を
募
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
９
月
の
６
か
月
間
に
、
５
件

１
４
０
，
０
０
０
円
の
温
か
い
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
希
望
さ
れ
た「
お
品
書

き
」（
使
い
道
）に
沿
っ
た
事
業
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
財
政
課
☎
22

－

２
２
０
３

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ご寄附をいただいた方

匿名希望　様 50,000円

山中敏雄　様（4回目） 10,000円

滝沢美穂子　様 10,000円

匿名希望　様 20,000円

島田重夫　様（5回目） 50,000円

希望された「お品書き」（使い道）

○環境に優しい秩父づくり
　２件　２０，０００円

○おもてなしの心で迎える秩父づくり
　１件　５０，０００円

○助け合い温もりの秩父づくり
　１件　５０，０００円

○使い道はおまかせ
　１件　２０，０００円
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先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、

可
燃
ご
み
の
焼
却
施
設
で
あ
る
秩
父
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
施
設
の

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
の
契
約
方
法
は
、
次
の

よ
う
な
理
由
に
よ
り
「
随
意
契
約
」
と

し
ま
し
た
。

随
意
契
約
の
理
由

① 

既
設
の
建
物
や
機
器
と
更
新
す
る
機

器
の
両
立
、
互
換
性
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と

② 

ご
み
焼
却
炉
の
運
転
と
並
行
し
、
短

期
間
で
工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
、
施
工
者
に
は
施
設
全
体
の
性
能

を
把
握
し
、
施
工
す
る
技
術
力
が
求

め
ら
れ
る
こ
と

③ 

製
造
業
者
に
よ
り
焼
却
炉
の
構
造
が

異
な
り
、
施
工
者
は
施
設
全
体
の
性

能
的
な
保
証
も
請
け
負
う
こ
と

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
施
設
の
設
計

施
工
業
者
で
あ
る
日
立
造
船
㈱
以
外
の

業
者
で
は
、
技
術
的
・
施
工
期
間
的
に

も
対
応
が
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

　

同
様
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
他
の

自
治
体
の
ご
み
焼
却
施
設
の
調
査
も
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
当
初
工
事
を

施
工
し
た
業
者
が
そ
の
後
の
工
事
を
請

け
負
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
い
ず
れ

も
、
継
続
し
て
安
全
か
つ
適
切
に
、
施

設
の
運
転
維
持
管
理
が
行
え
る
保
障
の

確
保
等
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
計
金
額
お
よ
び
予
定
価
格

の
積
算
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
財
団
法

人
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
金

額
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
決
定
し
て
お

り
、
適
切
な
金
額
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
初
の
工
事
に
お
い
て
談
合
し
た
日

立
造
船
㈱
と
契
約
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
談
合
事
件
は
裁
判
で
和
解
し
て
お

り
、
決
着
済
み
で
あ
る
こ
と
と
、
ご
み

焼
却
炉
の
国
内
大
手
製
造
業
者
は
全
国

で
５
社
で
あ
り
、
そ
の
５
社
す
べ
て
が

談
合
事
件
に
関
与
し
て
い
た
の
で
、
受

注
可
能
か
の
照
会
は
適
当
で
は
な
い
こ

と
か
ら
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
今
回
の
工

事
に
つ
い
て
は
、
設
計
施
工
業
者
と
の

随
意
契
約
と
な
り
ま
し
た
。

１
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

８
０
５
０

秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
に
お
け
る

随
意
契
約
の
経
緯

　市では、総務省の財政支援による「地
域おこし協力隊」を受け入れています。
今年３月まで大滝地域を中心に活動し
た稲垣衣里菜さんに引き続き、10月か
ら川越市出身の吉本隆久さんに活動し
ていただくことになりました。
　吉本さんは「大滝の皆さんと心をひ
とつにして、地域の活性化に一生懸命
取り組みたい」と抱負を語ってくれま
した。持ち前の明るさと優しさで、大
滝の地域おこしをしていただけること
を期待しています！
１大滝総合支所地域振興課
　☎５５－０８６１

大滝地域で活動！

地域おこし協力隊員を紹介します

地
域
お
こ
し
協
力
隊

吉
本
隆
久
さ
ん

と　

き　

平
成
25
年
２
月
23
日
㈯ 

【
初
級
】
午
前
11
時
〜
（
60
分
）

【
上
級
】
午
後
１
時
30
分
〜
（
90
分
）

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

12
月
６
日
㈭
〜

　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
10
日
㈭

※ 

申
込
書
・
試
験
要
項
は
、
秩
父
商
工
会
議
所
、

市
役
所
商
工
課
ま
た
は
左
記
の
６
書
店
で
配

布
。
会
議
所
Ｃ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

公
式
テ
キ
ス
ト　
『
や
さ
し
い
み
ん
な
の
秩
父

学
』『
や
さ
し
い
み
ん
な
の
秩
父
学
〔
自
然
編
〕』

（
各
定
価
２
，
０
０
０
円
）
は
、
藤
村
書
店
・

時
習
堂
・
小
石
川
書
店
・
神
林
書
店
・
読
書
ク

ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
で
販
売
中
。

２
・
１
秩
父
商
工
会
議
所

「
ち
ち
ぶ
学
検
定
」
係
☎
22

－

４
４
１
１

「
ち
ち
ぶ
通
」
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ち
ち
ぶ
学
検
定（ 

）

初
級・

上
級

第６回

全
国
ペ
タ
ン
ク

選
手
権
大
会
に
出
場
！

市長表敬訪問にお越しいただい
た選手の皆さん

　

大
沼
町
会
の
ペ
タ
ン
ク
女

子
代
表
選
手
３
名
が
、
県
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
こ
の
た
び

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
昨
年
は
男
子
が

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
、

大
沼
町
会
で
は
ペ
タ
ン
ク
が

大
変
盛
ん
と
の
こ
と
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



　

９
月
２
日
、
市
内
在
住
外
国
人
の
た

め
の
、市
内
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
ち
ち
ぶ
銘
仙
館
で
型
染
め
体

験
を
し
、
秩
父
ま
つ
り
会
館
、
秩
父
神

社
を
見
学
、
お
昼
は
蕎
麦
打
ち
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
か
ら
秩
父
に
来
て
い
る
外

国
の
皆
さ
ん
に
、
秩
父
の
歴
史
や
文
化

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
滞
在
中

を
よ
り
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
う
た

め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

11

と　

き　

12
月

８
日
㈯
午
後
４

時
30
分
受
付
、

午
後
５
時
開
会

と
こ
ろ　

　

農
園
ホ
テ
ル

内　

容　

ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
デ
ュ

オ
、
報
告
会
、

食
事
な
ど

参
加
費　

一
般
４
，
０
０
０
円
、
会
員

３
，０
０
０
円
、
小
学
生
２
，０
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈭
ま
で

２
・
１
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会 

関
根

　

☎
23

－

１
８
１
８

　

７
月
24
日
〜
８
月
７
日
、
青
少
年
派

遣
生
（
中
学
生
）
５
人
、高
校
生
１
人
、

前

教
育
長
、
秩
父
市
ア
ン
チ
オ
ッ
ク

姉
妹
市
親
善
協
会
員
３
人
が
、
姉
妹
都

市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ア
ン
チ
オ
ッ

ク
市
へ
訪
問
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
、
言
語
の
違
い
、
歴
史
や
文
化
、
生

活
習
慣
、
食
生
活
な
ど
の
違
い
を
肌
で

感
じ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
貴
重

な
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▼ 
龍
勢
祭
の
前
夜
交
流
会
で
は
、
タ
イ
の
伝
統
工

芸
品
「
タ
イ
シ
ル
ク
」
の
ド
レ
ス
の
披
露
や
、

タ
イ
の
伝
統
芸
能
「
ク
ル
イ
」（
タ
イ
竹
笛
）
の

演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　秩父市国際交流協会では、海外姉妹・友好都市
との交流をはじめ、国際理解の促進、外国人支援
の推進などを目的として、さまざまな事業を行っ
ています。
１秩父市国際交流協会（市民生活課内）☎２５－５２００
　３seikatsu@city.chichibu.lg.jp

�������� ������������� ����

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
へ
訪
問

　

今
年
５
月
に
ヤ
ソ
ト
ン
市
で
行
わ
れ

た
バ
ン
フ
ァ
イ
祭
に
合
わ
せ
、
秩
父
市

長
と
し
て
は
初
め
て
久
喜
市
長
が
秩
父

吉
田
ヤ
ソ
ト
ン
会
有
志
に
よ
る
訪
問
団

に
参
加
し
、
22
人
が
タ
イ
を
訪
れ
ま
し

た
。
昨
年
、
タ
イ
で
発
生
し
た
洪
水
被

害
に
対
す
る
義
援
金
や
、
交
流
の
象
徴

と
し
て
桜
の
苗
木
等
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

10
月
の
龍
勢
祭
に
は
、
ヤ
ソ
ト
ン
市

か
ら
の
交
流
団
を
は
じ
め
と
し
て
、
タ

イ
国
政
府
観
光
庁
の
方
々
等
、
タ
イ
王

国
関
係
者
66
人
が
訪
れ
、
秩
父
吉
田
ヤ

ソ
ト
ン
会
の
方
々
を
中
心
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
龍
勢
祭
前
夜
の
交
流
会
に
、
在
京

タ
イ
王
国
大
使
館
の
シ
ン
ト
ン
臨
時
代

理
大
使
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

タ
イ
王
国
・

ヤ
ソ
ト
ン
市
と
相
互
訪
問

「
秩
父
ツ
ア
ー
」開
催
！

▲ 
ヤ
ソ
ト
ン
県
知
事
へ

記
念
品
を
贈
呈
す
る

久
喜
市
長

▲和服姿で歓迎パーティーへ♪

▼  アンチオック市内にある「チチブ・
パーク」では、日米桜寄贈100周年
事業の一環で、桜の植樹もお手伝
いしました。

▼ アンチオック市議会へも訪問し、記
念に議席へ座らせていただきました。

「チチブ・パーク」看板の前で

We went to Antioch!

● 秩父の魅力を見て、
触れて、味わって
いただきました。

▲ 
ヤ
ソ
ト
ン
「
バ
ン

フ
ァ
イ
祭
」
の
パ

レ
ー
ド
の
様
子
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今
回
は
、
埼
玉
大
学
と
の
連
携
講
座

と
し
て
、
同
大
学
環
境
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
浅
枝
隆
教
授
を
迎
え
て
、「
環

境
学
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

浅
枝
先
生
は
、
水
生
植
物
や
水
生
昆

虫
な
ど
の
調
査
を
通
じ
た
、
生
態
系
の

研
究
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
大
学
で
研
究
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
学
の
講
義
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
講
義
終
了
後
、
卒
業
認
定
式

を
行
い
ま
す
。
同
セ
ミ
ナ
ー
全
６
回

中
、
４
回
以
上
出
席
さ
れ
た
方
に
、「
環

境
マ
イ
ス
タ
ー
（
初
級
）」
の
認
定
証

を
授
与
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
（
研

修
室
２
・
３
）

対　

象　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

定　

員　

50
人

受
講
料　

２
０
０
円（
高
校
生
は
無
料
）

※ 

通
年
（
全
６
回
）
で
お
申
し
込
み
の

方
は
、
通
年
の
受
講
料
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

２
12
月
５
日
㈬
ま
で
に
☎
で
環
境
立
市

推
進
課
（
☎
22

－

２
３
７
８
）
へ

第
６
回
秩
父
市
環
境
学
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集
！

　

環
境
に
や
さ
し
い
運
転
方
法
で
あ
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
、

燃
料
費
節
約
、
安
全
運
転
に
大
変
効
果

的
で
す
。
ぜ
ひ
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
！

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
方
法

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

⑤
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

⑥
暖
気
運
転
は
適
切
に

⑦
道
路
交
通
情
報
の
活
用

⑧
タ
イ
ヤ
空
気
圧
の
こ
ま
め
な
チ
ェ
ッ
ク

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

⑩
駐
車
場
所
に
注
意

１
埼
玉
県
環
境
部
大
気
環
境
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
０
６
５

　

NO　

不
法
投
棄
！　

　

県
で
は
、
不
法
投
棄
を
撲
滅
す
る
た

め
、
企
業
や
市
町
村
等
と
連
携
し
て
、

不
法
投
棄
等
防
止
強
化
期
間
を
12
月
31

日
㈪
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中

は
、
産
業
廃
棄
物
運
搬
車
両
の
一
斉
路

上
調
査
、
ス
カ
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
、
家
屋

解
体
現
場
へ
の
立
入
指
導
も
行
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
１
１
０
番

　

発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
！（
24
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０

－

５ご

み

を

３
０

－

３み

は

る

よ

８
４

１
埼
玉
県
環
境
部
産
業
廃
棄
物
指
導
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
１
３
６

自
動
車
の
運
転
は

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
！

ECO

　秩父鉄道秩父駅前（地場
産センター前駐車場）にあ
るEV用急速充電設備につ
いて、次の期間、利用を休
止します。
　充電を必要とされる方
は、「道の駅あしがくぼ」
にある急速充電器をご利用
ください。
利用休止日程
■12月３日㈪：秩父夜祭の
ため
■12月28日㈮～31日㈪：地
場産センター物産館の年末
休業のため
１環境立市推進課
　☎２２－２３７８

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
を
前
に
、
薪
ス

ト
ー
ブ
や
風
呂
焚
き
用
の
薪
の
調
達
に

お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

秩
父
の
里
山
を
中
心
に
、
自
主
的
な

活
動
に
よ
り
森
林
を
甦
ら
せ
る
こ
と
を

目
的
に
発
足
し
た
「
秩
父
森
づ
く
り
の

会
」
で
は
、
乾
燥
さ
せ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
（
針
葉
樹
）
の
薪
を
提
供
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
報
12
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

１
秩
父
森
づ
く
り
の
会（
森
づ
く
り
課
）

　

☎
22

－

２
３
６
９

今
年
度
最
終
回

埼玉大学
環境科学研究センター長
浅枝 隆教授

電気自動車（EV）用
急速充電設備

利用休止のお知らせ

針
葉
樹
の〝
薪ま

き

〞

あ
り
ま
す

　地場産センターでは、埼玉県から受託し
た、太陽光パネルの設置に係る価格低減モ
デル事業を実施しています。
　この事業の一環として、太陽光パネル設
置への不安や悩み、固定価格買取制度の内
容などについて質問を受け付ける相談窓口
を開設します。お気軽にお越しください。

と　き　11月18日㈰午前10時～午後４時
ところ　ウニクス秩父店（上野町）
１地場産センター　☎２５－００８８

地場産センターからのお知らせ
～太陽光発電の普及拡大に向けた相談窓口を開設～
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東日本大震災義援金
　東日本大震災義援金へ多くの温かいご支援をお寄
せいただきありがとうございます。現在の受付状況
を報告します。

●10月26日現在
 ４９，５８９，８１２円
　お預かりした義援金は、日本赤十字社埼玉県支部
へ送金し、義援金配分委員会を通じて全額被災され
た方々のもとへ届けられます。義援金をお寄せいた
だきました個人、団体の皆さんに、心からお礼申し
上げます。
※ 義援金は平成25年３月29日まで受け付けています。
その後の受付についてはお問い合わせください。
１社会福祉課☎２５－５２０４

　市内の放射線量測定結果は下記のとおりで、測定したすべての地点で基準値を下回りました。
１生活衛生課☎２５－５２０２

市内の空間放射線量測定状況

表２　大滝地域の空間放射線量測定結果

測定箇所 地表から
の高さ　 ９/18 10/１ 測定箇所 地表から

の高さ　 ９/18 10/１

大血川渓流
観光釣場付近

0㎝ 0.105 0.106 
滝沢
サイクルパーク

0㎝ 0.111 0.110 
50㎝ 0.086 0.086 50㎝ 0.093 0.094 
100㎝ 0.072 0.081 100㎝ 0.098 0.095 

川又
観光トイレ

0㎝ 0.132 0.117 
中津川
こまどり荘

0㎝ 0.093 0.089 
50㎝ 0.143 0.132 50㎝ 0.082 0.086 
100㎝ 0.130 0.118 100㎝ 0.076 0.075 

川又：
入川橋付近

0㎝ 0.131 0.135 
仏石山
トンネル付近

0㎝ 0.114 0.110 
50㎝ 0.113 0.125 50㎝ 0.096 0.091 
100㎝ 0.105 0.113 100㎝ 0.081 0.089 

栃本消防団詰所
0㎝ 0.100 0.099 

三峰駐車場
0㎝ 0.090 0.094 

50㎝ 0.100 0.098 50㎝ 0.082 0.085 
100㎝ 0.095 0.100 100㎝ 0.077 0.081 

※単位：マイクロシーベルト毎時　※ 簡易測定器による測定のため、あくまでも参考値です。
※ 使用測定器：「環境放射線モニタPA-1000Radi」

表１　市内の空間放射線量測定結果

測定箇所 地表から
の高さ　 ９/18 10/１

歴史文化
伝承館南側
玄関前

0㎝ 0.075 0.083 
50㎝ 0.073 0.068 
100㎝ 0.063 0.063 
150㎝ 0.060 0.072 

吉田
総合支所

0㎝ 0.080 0.078 
50㎝ 0.073 0.072 
100㎝ 0.064 0.069 
150㎝ 0.071 0.067 

大滝
総合支所

0㎝ 0.058 0.075 
50㎝ 0.062 0.059 
100㎝ 0.069 0.056 
150㎝ 0.065 0.063 

荒川
総合支所

0㎝ 0.100 0.085 
50㎝ 0.088 0.083 
100㎝ 0.075 0.084 
150㎝ 0.080 0.069 

●国の基準　年間1.0ミリシーベルト（毎時0.23マイクロシーベルト）
※ 国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告で示された平常時年間放射線量の限度

　９～10月中に実施した、学校給食等の放射能測定結果について、放射性物質は「不検出」でした。今後も
定期的に測定を実施していきます。測定結果の速報等は、市ホームページで公表しています。
１保健給食課☎２２－２４４３

学校給食等の放射能測定を実施中

測定日 施設名（市立） 検体名

９/26
㈬

秩父第一中学校
共同調理場

給食１食分

食材：だいこん（北海道産）、
にんじん（北海道産）

10/２
㈫

北部共同調理場
（下吉田）

給食１食分

食材：キャベツ（群馬県産）、
にんじん（北海道産）

10/４
㈭

大滝中学校
共同調理場

給食１食分

食材：だいこん（青森県産）、
ごぼう（群馬県産）

10/10
㈬

秩父第一小学校
共同調理場

給食１食分

食材：キャベツ（群馬県産）、
白菜（長野県産）

測定日 施設名（市立） 検体名

10/16
㈫

原谷小学校
共同調理場

給食１食分
食材：じゃがいも（北海道産）、
たまねぎ（北海道産）

吉田保育所 給食１食分

10/18
㈭ 荒川共同調理場

給食１食分
食材：キャベツ（群馬県産）、
しめじ（群馬県産）

10/22
㈪

影森小学校
共同調理場

給食１食分
食材：キャベツ（群馬県産）、
にんじん（北海道産）

10/24
㈬

秩父第一中学校
共同調理場

給食１食分
食材：れんこん（茨城県産）、
りんご（青森県産）

花の木保育所 給食１食分

※「不検出」とは「検出下限値未満」のことです。「検出下限値」は検体により異なりますが、すべて厚生労働省の基準値未満となっています。
検体詳細：給食１食分は、測定日当日のものを測定しています。食材は、翌日の給食に使用するものを測定しています。
検査機器：株式会社テクノエーピーTN300Bベクレルモニター　高感度NaI（TI）シンチレータ　φ3×3

食品中の放射能セシウムの基
準値（単位：Bq/㎏）

飲料水 10

牛乳 50

一般食品
（肉・卵・魚・その他） 100

乳児用食品 50

※ 数値はセシウム134とセシウム
137の合計値

（厚生労働省発表　平成24年４月１
日施行）

①高齢者の交通事故防止
　朝や夕方の薄暗い時間や夜間には、明るい色の服を着て、反射材を身に
つけましょう。道路を横断するときや交差点を通行するときは、十分に安
全確認をしましょう。ドライバーの皆さんは、高齢者への思いやりのある
運転を心がけましょう。
②自転車の安全利用の推進
　飲酒運転、二人乗り、傘差し、携帯電話やイヤホンの
使用などの危険な運転は絶対にやめましょう。車のドラ
イバーの皆さんは、自転車の動きに注意しましょう。
③飲酒運転の根絶
　飲酒運転は悪質な犯罪です！家庭・職場・飲食店では、
「しない、させない、ゆるさない」を徹底しましょう！
１市民生活課☎25－５２００

運
動
の
重
点
目
標

Ⓒ埼玉県

「人も車も自転車も　安心・安全　埼玉県」

12/１㈯～14㈮  冬の交通事故防止運動

犬のふんの後始末を！動物のふん・尿の適正処理は埼玉県条例により、
飼い主に義務づけられています。散歩の際には必ず持ち帰りましょう！



　

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
専
用
電
話

に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
12
日
㈪
〜
11
月
18

日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
17
日
㈯
・
18
日
㈰
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

専
門
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

１
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

☎
０
４
８

－

８
５
９

－

３
５
０
７

　

こ
の
期
間
を
「
人
権
尊
重
社
会

を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間
」

と
し
て
、
県
と
市
町
村
が
協
力
し

な
が
ら
集
中
的
に
啓
発
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
人
権
啓
発
用
の

ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

１
総
務
課
☎
22

－

２
２
５
１

｢

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間

12
／
４
㈫
〜
10
㈪
は

「
人
権
週
間
」
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　市内の高等学校、中学校に通う皆さんが、各分
野で素晴らしい成績を残しました。先月号に引き
続き、今年度、これまでに開催された大会で活躍
した皆さんをご紹介します！

　関東大会に個人戦で出場し、軽量
級で山﨑裕矢くん（２年・写真中央）
が５位入賞、重量級で田島佑亮くん
（１年・写真左）が５位入賞という素
晴らしい成績を収めました。また、
９月の選抜大会県予選会では、山﨑
裕矢くんが２位、山﨑聖矢くん（１年・
写真右）が３位入賞しました。

　引間孝明くん（３年・
写真左）、上村将也くん
（３年・写真右）ペアが
個人戦ダブルスで出場し
ました。３回戦で惜しく
も敗退となりましたが、
練習の成果を発揮し、全
力でプレーしました。

　８月にアメリカ合衆国イリノイ州で開
催された15歳以下の国際野球大会「ＵＳ
ＳＳＡ全米選手権」で、リトルシニア日
本代表として秩父二中の井上新太郎くん
（３年）が出場し、準優勝という輝かし
い成績を収めました。投手として主戦を
活躍した井上くんは、秩父リトルシニア
に所属しており、めきめきと頭角を現す
実力派。今回の海外試合の貴重な経験を
得て、今後の活躍が期待されています。

　祝展序曲「祈りは時の流れに輝く」と「旅立ちの日に」
を演奏しました。講評者からは、「ダイナミックな演奏
でレンジ（音量の幅）が広くて骨太なバンドです。構成
も考えられていてやりたい音楽が伝わってくる」と好評
価を受け、大きな舞台で強い印象を残しました。

リトルシニア日本代表で国際野球大会へ出場

秩父農工科学高校が
全国高等学校総合文化祭へ出場

●吹奏楽部

あっぱれ子どもたち！続

秩父農工科学高校・相撲部
関東大会・県予選会で入賞

秩父高校・ソフトテニス部
関東大会へ出場

　男子ソフトボール部が、学校総合体
育大会兼全国高等学校総合体育大会の
県予選会で堂々の３位に入賞！ 惜し
くも全国大会への切符は手に入りませ
んでしたが、チーム一丸となって試合
に臨み、かけがえのない経験をしまし
た。

秩父農工科学高校・ソフト
ボール部が県予選会で３位入賞

　女子個人の部で加藤
巳
み

稀
き

さん（３年）が、
県予選会で準優勝を勝
ち取り、関東大会へ出
場。ベスト16という価
値のある結果を残すこ
とができました。

　齋藤将
しょう

磨
ま

くん、浅見拓也く
ん、小林悠

ゆう

人
と

くん（写真左か
ら、３年）が、震災復興をイ
メージし、1,000個以上のト
ンボ玉を立体的に構成した作
品「願い」を出展しました。

●美術部

　島﨑襟
えり

華
か

さんが（３
年）が、作品「天

てん

真
しん

爛
らん

漫
まん

」を出展。背丈ほど
の大きな材に自らの書
を彫り込んだ迫力のあ
る作品となりました。

●書道部 秩父農工科学高校・
剣道部が関東大会で
ベスト16



商
店
街
合
同
イ
ベ
ン
ト

　

市
内
商
店
街
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
！ 

今
回
は
イ
ベ
ン
ト

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の

他
詳
細
に
つ
い
て
は
11
月
20
日
㈫
の
新

聞
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
上
町
商
栄
会

と　

き　

11
月
21
日
㈬
正
午
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

矢
尾
百
貨
店
北
口
駐
車
場

内　

容　

全
国
Ｂ
級
グ
ル
メ
、
猿
ま
わ

し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
中
町
・
本
町
商
栄
会

と　

き　

11
月
21
日
㈬
午
後
２
時
〜
６
時

と
こ
ろ　

ベ
ス
ト
電
器
ヤ
オ
秩
父
店
駐

車
場

内　

容　

ま
ぐ
ろ
解
体
実
演
・
即
売
、津

軽
三
味
線
演
奏 
※
各
商
店
が
出
店
！

●
み
や
の
か
わ
商
店
街

　

｢

秩
父
祭
屋
台｣
国
指
定
50
周
年
記
念 

秩
父
祭
笠
鉾
特
別
曳
行
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
（
記
念
品
あ
り
）。
11
月

20
日
㈫
か
ら
25
日
㈰
ま
で
み
や
の
か
わ

商
店
街
の
お
店
に
飾
り
ま
す
。
詳
し
く

は
安
田
（
☎
22

－

０
５
１
１
）
ま
で

ち
ち
ぶ
老
舗
ス
ケ
ッ
チ
イ
ラ
ス
ト
展

　

展
示
会
を
11
月
30
日
㈮
ま
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

秩
父
ふ
る
さ
と
館　

茶
葉
屋

茶
ｓ
ａ
ｓ
ａ
茶
（
☎
21

－

５
３
７
１
）

こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め
よ
う
と
お
考
え
の
方
に

無
料
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

12
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

秩
父
商
工
会
議
所
会
議
室

講　

師　

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷

支
店
長 

阿
部
淳
一
、
②
秩
父
商
工
会

議
所 

中
小
企
業
支
援
課
長 

黒
澤
元
国

２
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
秩
父
商
工

会
議
所 

中
小
企
業
支
援
課
（
☎
22

－

４
４
１
１
）
ま
で
電
話
に
て

　

10
月
か
ら
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐
待
と
同

じ
よ
う
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
を
発
見
し
た
方
は
、
行
政
機
関
な
ど
に
通

報
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
家
庭
、
施
設
、
勤
務
先
な
ど
で
、
障
が

い
者
虐
待
で
悩
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
虐
待
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
方
は
、
左
記
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
命
の
危
険
な
ど
緊
急
性
が
高
い
場
合
は
、
警
察
（
１
１
０
番
）
ま
た

は
救
急
（
１
１
９
番
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

※ 

右
記
以
外
の
時
間
は
、
市
役
所
警
備
員
室
（
☎
22

－

２
２
１
１
）
へ
。
担
当
課

か
ら
折
り
返
し
ご
連
絡
し
ま
す
。

障
が
い
者
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
ら
、す
ぐ
に
通
報
を
！

視覚障がい者の方などを対象に、「声の市報」をカセットテープやデジタル録音図書にて発行しています。
利用をご希望の方は、広報広聴課（☎２２－２５０５）へお問い合わせください。15

保護者は「しつけ」のつもりでも
　保護者の認識とは関わりなく、「子どもにとって有害であるか」「子ども
自身が苦痛を感じているかどうか」の視点で判断し、現実に子どもの心や体
が傷つく行為であれば虐待となります。
虐待の種類　身体的、性的虐待のほかにも、次のような虐待があります。
● 保護の怠慢・拒否による虐待  食事を与えない、長時間放置する、同居
人による虐待を保護者が放置する など
● 心理的虐待  心を傷つける言動を行う、子どもの目の前で、夫・妻・パー
トナーがその相手に暴力を振るう など
なぜ虐待してしまうのか
　虐待をする保護者だけを責めてしまいがちですが、保護者自身も生活苦
や子育て、家庭問題、地域からの孤立など、さまざまな原因から虐待に至っ
てしまうことが多いのです。
虐待を防ぐために
　虐待者が保護者であるため、子どもは自ら救いを求めることがなかなか
できません。また、保護者を責めるだけでは解決にはなりません。周囲の
人の温かいまなざしと援助が必要です。「もしかして、虐待？」と思ったと
きは下記へご連絡ください。秘密は厳守します。
１熊谷児童相談所☎０４８－５２１－４１５２
　市役所社会福祉課☎２５－５２０４
　吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　　吉田☎７２－６０８２  大滝☎５５－０８６５  荒川☎５４－２１１６

対　象　ひとり親家庭また
は父母のいない児童を養育
している方で、平成25年４
月に中学校へ就学する児童
を扶養している、市民税非
課税世帯の方（生活保護世
帯を除く）
支給額　１０，０００円
申請方法　下記窓口で配布す
る申請書にて直接申請して
ください。
※ 振込先の金融機関が証明
できるもの（通帳など）が
必要です。

申請期限　12月28日㈮まで
１社会福祉課
　☎２５－５２０４
吉田・大滝・荒川総合支所
市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６

11月は児童虐待防止推進月間ひとり親家庭児童
中学校就学支度金 気付いて！ 小さなＳＯＳ
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高齢者の
　消費者被害
高齢者の
　消費者被害

「
お
か
し
い
！
」
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
相
談
を
！

　

最
近
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
等
の
被

害
情
報
の
放
送
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。

　

こ
の
10
年
で
埼
玉
県
の
消
費
生
活
相

談
の
高
齢
者
の
相
談
件
数
は
約
３
倍
に

な
っ
て
お
り
、
全
相
談
件
数
の
３
割

以
上
が
高
齢
者
の
相
談
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
代
別
に
み
た
契
約
購
入

金
額
も
約
２
５
０
万
円
と
、
他
の
年
代

に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
や
孫
に
な
り
す
ま
し
、
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
『
振
り
込
め
詐
欺
』
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で

は
、
市
役
所
職
員
や
警
察
官
を
か
た
っ

て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
た
り
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
と
い
う
も
の
ま

で
あ
り
、
そ
の
手
口
は
悪
質
で
、
巧
妙

な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
必
ず
も
う
か
る
」、「
絶
対
値
上
が
り

す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
未
公
開
株
や

先
物
取
引
な
ど
の
投
資
話
を
持
ち
か
け

て
く
る
『
利
殖
商
法
』
や
、
や
さ
し
く

親
切
な
販
売
員
が
布
団
や
浄
水
器
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
契
約
を
持
ち
か

け
て
き
て
、
次
々
と
高
価
な
も
の
を
契

約
さ
れ
ら
れ
る
『
次
々
販
売
』
な
ど
の

被
害
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
被
害
に
遭あ

っ
た
人
に
弁

護
士
事
務
所
を
か
た
り
、「
騙
さ
れ
た
お

金
が
取
り
戻
せ
る
」と
、手
数
料
を
騙
し

取
る
二
次
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
感

じ
て
い
る
「
お
金
」、「
健
康
」、「
孤
独
」

と
い
っ
た
不
安
を
言
葉
巧
み
に
あ
お

り
、親
切
に
す
る
こ
と
で
信
用
さ
せ
て
、

高
齢
者
の
財
産
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
高
齢

者
自
身
が
冷
静
に
対
応
す
る
、一
人
で
判

断
し
な
い
、
も
う
け
話
に
は
手
を
出
さ

な
い
と
い
っ
た
適
切
な
対
応
が
取
れ
る

よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
家
族
や
地
域
の
方
な
ど

周
り
の
見
守
り
や
声
か
け
も
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
の
な
か
に
は
、
被
害
を
自

覚
し
て
い
な
い
場
合
や
、
相
談
で
き
ず

に
い
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
周
り
の
人
の
気
づ
き
に

よ
っ
て
被
害
を
防
げ
る
事
例
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
心
配
な
高
齢
者
は

い
ま
せ
ん
か
？
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の

様
子
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
、
様
子

が
お
か
し
い
な
ど
変
化
に
気
づ
い
た
と

き
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公共工事の入札結果 （税込500万円以上）

入札
契約
方法

契約日
【完成予定】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込／円）

落札率 契約業者 工事担当課

一
般
競
争
入
札

９月５日
【３月】

橋立浄水場急速ろ過池
等設計業務委託(再１）
【荒川久那地内】

19,635,000
【17,745,000】 90.37%

㈱日本水道設
計社　さいた
ま営業所

水道部浄水課
☎23-6197

９月７日
【３月】

別所90号線道路改築工
事
【別所地内】

37,390,500
【31,395,000】 83.97% ㈱山口組

道づくり河川
課
☎26-6864

９月18日
【２月】

森林管理道石神沢線開
設工事
【吉田石間地内】

34,545,000
【29,234,100】 84.63% ㈲城新組

吉田・地域振
興課
☎72-6083

９月18日
【２月】

秩父市立吉田小学校体
育館大規模改造工事(第
一期）【下吉田3833番地】

38,461,500
【33,852,000】 88.02% ㈱斎藤組 建築住宅課

☎26-6869

指
名
競

争
入
札

９月７日
【10月】

「芝桜の丘」土壌改良
工事
【大宮地内】

6,121,500
【5,197,500】 84.91% 有隣興業㈱ 都市計画課

☎26-6867

１工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課☎２５－５２１６

※詳しくはＣまたは問い合わせにて
２・１11月15日㈭～12月12日㈬に必要書類を
添えて管財課（☎２２－２２０８）へ

「蒔田分譲地」分譲中です
ところ　秩父市蒔田字森林260番７ほか
区画数　11区画（10月３日現在）
面　積　50.33坪～61.85坪
坪単価　７７，３００～９５，８００円
※詳しくはＣまたは問い合わせにて
１管財課☎２２－２２０８

　

市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
お
い

て
卓
越
し
た
技
術
や
技
能
を
有
す

る
方
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
事
業
所
で
働
く
技

術
者
ま
た
は
10
年
以
上
従
事
し
、

30
歳
以
上
の
技
能
者
で
、
卓
越
し

た
技
術
、
技
能
を
有
し
、
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
方

被
顕
彰
者
の
推
薦　

自
薦
ま
た
は

事
業
所
も
し
く
は
業
界
団
体
か
ら

の
推
薦
に
よ
り
、
所
属
す
る
商
工

会
議
所
等
を
経
由
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮

１
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

秩
父
市
優
秀
産
業
技
術
者
・

技
能
者
顕
彰
制
度

対
象
者
を
募
集　

一般競争入札と抽選で
市有地を売却します

地　番 地 積 売却価格 売却方法
4260-7
4260-8

447.89㎡
(135.48坪）

36,950千円
（最低制限価格）

一般競争入札

4260-10
4260-11

447.95㎡
(135.50坪）

36,955千円
（最低制限価格）

一般競争入札

4260-6 231.41㎡
（70.00坪）

13,954千円 抽　選

4260-9 226.62㎡
（68.55坪）

13,665千円 抽　選

4260-12 226.67㎡
（68.56坪）

13,668千円 抽　選

●売却物件　秩父市相生町

（日本たばこ
産業跡地）

地番4260
-7 -10

-8 -11

-12-9-6

店
舗

民
家

バス停
札所17番入口

案内図
※ＪＴ跡地

国道２９９号



宮下　良
りょう

志
じ

 くん
「イタズラ大好き♪」

（大野原）

増井　皇
おう

心
しん

 くん
「お姉ちゃん、お兄ちゃん大好き♥」

（大野原）

石川　竜
りゅう

大
た

 くん
「お兄ちゃんといたずらしてます」

（中宮地町）

吉岡　優
ゆ

奈
な

 ちゃん
「食べるの大好き♥♥」

（中村町）

応募方法
　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686  熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は、毎月末までに、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（11月締切り分→１月号に掲載）
　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。投稿の際、住所・氏名・ふりがなを、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

俳

句

竹
内
弥
太
郎　

選

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
す
も
動
じ
ぬ
穴あ

な

惑ま
ど

い

上
吉
田

山
口　

富
江

一
ト

雨
に
程
よ
き
湿
り
大だ

い

根こ

蒔
く

栃

谷

竹
村
善
三
郎

友
の
通
夜
修し

ゅ
う

し
虚む

な

し
き
星
月
夜

吉
田
久
長

齋
藤　

大
仙

糖
味
噌
の
茄
子
濃
く
匂
ふ
朝あ

さ

餉げ

か
な

下
影
森

山
口
千
代
子

虫
し
ぐ
れ
鍬
の
重
た
き
家
路
か
な

大
野
原

高
橋　

秀
文

ハ
ー
プ
橋
に
瀬
音
風
音
さ
や
け
し
や

近
戸
町

須
田　

真
弓

猛
暑
日
や
猫
も
居
場
所
を
探
し
ゆ
く

大
野
原

田
口　

徳
子

残
る
蚊
を
追
い
つ
め
て
打
ち
雨
の
音

大
野
原

坂
本　

公
平

針
の
穴
見
え
て
通
ら
ぬ
鵙も

ず

鋭と

声せ
い

中
村
町

根
岸
イ
シ
子

離
れ
住
む
父
を
祝
え
り
敬
老
日

吉
田
久
長

新
井　

邦
子

（
評
）
九
十
歳
の
富
江
さ
ん
は
な
お
も
活
力
を
持
ち
、
対
象
を
捉
え
て
い
ま
す
。
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
生
活
に
力
を
得
る
善
三

郎
さ
ん
、「
鍬
の
重
た
き
」
と
表
白
し
な
が
ら
も
、充
実
感
に
浸
る
秀
文
さ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
に
自
己
を
凝
視
す
る
作
品
と
し
ま
し
た
。

大
仙
さ
ん
は
友
人
を
失
っ
た
虚
し
さ
を
、
公
平
さ
ん
は
秋
蚊
を
追
い
つ
め
た
空
虚
な
心
を
、
星
月
夜
の
光
や
雨
の
音
に
そ
れ
ぞ

れ
描
き
ま
し
た
。
千
代
子
さ
ん
の
朝
餉
の
匂
い
、
徳
子
さ
ん
の
猫
へ
の
思
い
、
イ
シ
子
さ
ん
や
邦
子
さ
ん
の
老
い
の
思
い
、
そ

れ
ぞ
れ
に
女
性
ら
し
い
生
活
の
中
の
発
見
が
見
ら
れ
ま
す
。
真
弓
さ
ん
は
、
敏
感
に
耳
を
は
た
ら
か
せ
ま
し
た
。

短

歌

新
井　

悦
子　

選

労
い
の
言
葉
ひ
と
つ
も
欲
し
き
夜
し
き
鳴
く
虫
の
音
ひ
と
き
は
優
し

番
場
町

小
泉
富
美
子

友
の
愚
痴
聞
き
流
し
つ
つ
受
話
器
置
く
機き

を
は
か
り
お
り
秋
の
一
夜
を

黒

谷

中
村　

美
代

半
世
紀
父
の
励
み
し
俳
句
の
道
同
人
と
な
り
赤
飯
を
炊
く

荒
川
日
野

小
林　

映
子

健
康
が
自
慢
の
夫
の
入
院
す
虫
の
音
消
え
て
闇
の
深
ま
る

久

那

福
島　

昭
子

月
冴
え
て
只
ひ
た
す
ら
な
虫
の
音
が
昼
の
暑
さ
を
遠
く
連
れ
去
る

荒
川
上
田
野

浅
見
庄
次
郎

弟
の
生
ま
れ
変
わ
り
か
荼だ

毘び

の
朝
蝉
腕
に
来
て
鳴
い
て
離
れ
ず

吉
田
久
長

関　
　

孝
一

古
里
に
笑
顔
で
迎
え
る
父
母
な
く
も
庭
に
優
し
く
コ
ス
モ
ス
揺
れ
る

小

柱

設
楽　

キ
マ

道
路
掃
け
ば
マ
ナ
ー
守
れ
ぬ
人
の
い
て
紙
屑
吸
殻
日
々
落
ち
て
お
り

栃

谷

竹
村　

ハ
ク

は
な
や
か
な
笑
い
声
た
て
女
学
生
夕
焼
け
の
道
自
転
車
が
行
く

山

田

大
嶌　

昭
子

携
帯
を
操
る
姑
は
米
寿
越
え
孫
の
メ
ー
ル
に
元
気
を
も
ら
う

大
畑
町

江
原
由
美
子

（
評
）
小
泉
さ
ん
、
一
日
の
疲
れ
を
虫
の
音
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
静
か
に
夜
長
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
中
村
さ
ん
、
友

達
と
の
電
話
は
つ
い
長
く
な
る
も
の
、
し
か
し
そ
れ
も
内
容
に
よ
り
け
り
で
す
。
小
林
さ
ん
、
俳
句
の
結
社
誌
で
同
人
に
な
っ

た
「
父
」
に
赤
飯
を
炊
い
た
と
い
う
、
心
温
ま
る
一
首
で
す
。
福
島
さ
ん
、
健
康
が
自
慢
の
夫
が
突
然
の
入
院
で
す
。
家
族

に
と
っ
て
は
虫
の
音
も
耳
に
届
か
な
い
程
な
の
で
す
。
浅
見
さ
ん
、秋
は
い
ろ
ん
な
形
で
き
て
い
ま
す
。
下
句
は
感
性
に
よ
っ

て
詠
ま
れ
た
表
現
で
す
。

17
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　吉田のフルーツ街道沿いの遊休農地を活用し、花いっぱい作戦が行われています。地元の皆さんの協力のもと、美しい中山間の景観づくりと地域の活性化を図ります。　現在、パンジー苗とビオラ苗の植え付けを行い、翌年早春に掘り取りイベントを行う予定です。

　皆野高校と飯能高校の選手で構成された埼玉県
チームが、第67回岐阜国体関東ブロック予選決勝戦
で勝利し、「ぎふ清流国体」に出場しました。出場
に先立ち、予選ブロックに出場した選手７人が久喜
市長を表敬訪問し、国体出場の報告と試合への意気
込みを熱く語りました。
　国体では、実力を発揮し、５位入賞を果たしまし
た。選手皆さんの、今後の更なる活躍を期待します。

秩父からまた、ホッケー選手たちが活躍！

　９月29日、秩父滝沢サイクルパークにおいて、第
４回秩父市長杯ＢＭＸ大会が、日本全国から79人の
トップクラスのライダーが参加し、盛大に開催され
ました。同時に行われたランバイク大会には84人の
ちびっこライダーが参加し、各クラスに分かれ熱い
戦いが繰り広げられました。

第４回秩父市長杯ＢＭＸ大会

10,000株のパンジー・ビオラ植栽

　10月13日、荒川贄川（下
しも

郷
ごう

区）の獅子舞が行われました。
伝説によると熊倉城主（長尾景春）に召され、舞ったとの
ことから「御殿ざさら」とも呼ばれています。そのため、
素朴な中にも品があり、舞い方が能に似ています。当日は、
子どもたちも舞い、祭りを盛り上げていました。

秋晴れの下、五穀豊穣を願い獅子の舞い

市ホームページ版「ちちぶトピックス」もぜひご覧ください！

　「高校生感動体験プログ
ラム」と

して皆野高校の石田良太さ
んが、市

の施設で職場体験をしまし
た。この

うち秩父図書館では、本の
受入れ・

装備や、窓口での貸出・返
却作業な

どを行い、また、ほのぼの
マイタウンでは、食事の配

膳や

紙芝居などで入所者たちと
触れ合いました。この貴重

な体

験は、きっと将来に役立つ
ことでしょう。

職場での体験、大変でもヤリガイ
あります

　９月30日、「第６回天空だんべえ石間（いさま）イベント」が、
石間交流学習館で開催されました。石間地区を元気に！と地元
の方々が主体となり、農産物や手打ちそば、たらし焼きなどの
販売や、山間地域活性化講演会、アンデス民俗音楽の演奏など
が行われ、心温まる雰囲気に包まれていました。

アンデス民俗音楽が山々に響き渡る



※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を
　行っているものではなく、内容について市が責任を負うものではありません

広告

19

３

平
成
25
年
度
保
育
所（
園
）

入
所
申
し
込
み
の
受
付

受
付
期
限　

11
月
26
日
㈪
ま
で

※ 

詳
し
く
は
市
報
9
月
号
10
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
こ
ど
も
課
☎
25

－

５
２
０
６

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

４

下
水
道
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続

　

公
共
下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
場

合
は
、「
下
水
道
使
用
開
始
届
」、
農
業

集
落
排
水
の
使
用
を
開
始
す
る
場
合
は
、

「
排
水
処
理
施
設
使
用
開
始
届
」
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
井
戸
水
等
水
道
水
以
外
の
水

を
下
水
と
し
て
排
出
し
て
い
る
場
合

は
、
下
水
道
使
用
料
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

１
下
水
道
課
☎
25

－

５
２
１
８

５

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
主
催

生
活
保
護
１
１
０
番

と　

き　

12
月
２
日
㈰
正
午
〜
午
後
４
時

内　

容　

司
法
書
士
に
よ
る
生
活
保
護

に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会
で
す
。

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０

－

０
５
２

－

０
８
８

※
当
日
の
み
通
話
が
可
能
で
す
。

１

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

　

年
末
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

集
中
し
、
ご
要
望
に
応
じ
き
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
12
月
14
日
㈮
ま

で
に
各
地
区
を
担
当
す
る
収
集
業
者
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
内
の
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥

の
収
集
業
務
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

12
月
28
日
㈮
正
午
ま
で
行
い
ま
す
。

１
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

　

清
流
園　
　

☎
54

－

０
２
３
２

２

第
51
回
秩
父
駅
伝
競
走
大
会

開
催
に
と
も
な
う
交
通
規
制

と　

き　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

大
田
中
学
校
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
と
す
る
23
・
43
㎞
の
５
区
間
（
中
学

生
の
み
６
区
間
）
で
走
者
が
公
道
を
走

行
し
ま
す
。
周
辺
道
路
は
交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

１
秩
父
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
22

－

４
７
７
０

６

難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
特
定

疾
患
医
療
給
付
受
給
者
証
、
指
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
の
い
ず
れ
か
を
埼
玉
県

知
事
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
方

支
給
額　

年
３
，
０
０
０
円

２
11
月
15
日
㈭
〜
12
月
28
日
㈮
に
各
種

医
療
受
給
者
証
・
印
鑑
・
預
金
通
帳
（
本

人
名
義
）
を
持
参
し
左
記
窓
口
へ

１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

７

し
尿
く
み
取
り
清
掃
券
販
売
店

の
名
称
・
住
所
変
更

変
更
前　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
秩
父
浦
山

口
店
（
荒
川
久
那
３
７
７
２

－

１
）

変
更
後　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
秩
父
巴
川

橋
店
（
上
影
森
７
４
７

－

８
）

　

☎
22

－

７
０
１
１（
電
話
番
号
変
更
な
し
）

１
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

８

温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

と　

き　

12
月
３
日
㈪
・
18
日
㈫
〜
平

成
25
年
１
月
10
日
㈭

１
温
水
プ
ー
ル
☎
22

－

７
４
１
１

９

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

と　

き　

12
月
３
日
㈪

１
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４
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13

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
教
室

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

と　

き　

１
月
25
日
〜
３
月
29
日
の
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
10
回
）

定　

員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

11
月
30
日
㈮

●
ソ
フ
ト
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

と　

き　

１
月
16
日
〜
３
月
27
日
の
水

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
３
月
20
日

を
除
く
、
全
10
回
）

定　

員　

１
１
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

11
月
28
日
㈬

※
参
加
費
は
各
教
室
２
，
０
０
０
円

２
・
１
参
加
費
を
添
え
て
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
24

－

４
０
０
４
）
へ

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
火
曜
休
館
）

14

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
限
定

誰
で
も
う
ま
く
な
る
写
真
教
室

と　

き　

11
月
21
日
・
28
日
、
12
月
５

日
・
12
日
、
平
成
25
年
１
月
16
日
・
30

日
の
各
水
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

尾
田
蒔
公
民
館
会
議
室

講　

師　

新
井
靖
雄
先
生

定　

員　

20
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、筆
記
用
具

２
・
１
尾
田
蒔
公
民
館
☎
23

－

９
０
１
０

②
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と　
　
　

③ 

入
居
す
る
世
帯
全
員
の
収
入
の
総
額

が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と

④
明
ら
か
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤ 

申
し
込
み
者
本
人
を
含
む
同
居
世
帯

の
全
員
が
、
暴
力
団
関
係
者
で
は
な

い
こ
と

入
居
予
定
時
期　

平
成
25
年
２
月
ご
ろ

※
申
込
者
数
多
数
の
場
合
は
抽
選

２
・
１
建
築
住
宅
課
☎
26

－

６
８
６
９

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

12

自
衛
隊
生
徒
募
集

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
限　

平
成
25
年
１
月
７
日
㈪
ま
で

（
締
切
日
必
着
）

１
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地

域
事
務
所
☎
22

－

６
１
５
７

10

㈳
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

採
用
予
定
職
種　

一
般
事
務
職
１
人

（
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
採
用
予
定
）

受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴

を
有
し
、
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
社
会
福
祉
士
・
介
護

支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉
士
・
訪
問
介

護
員
１
級
・
社
会
福
祉
主
事
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

●
第
１
次
試
験

と　

き　

平
成
25
年
１
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

※
合
格
者
に
第
２
次
試
験
を
行
い
ま
す
。

実
施
要
項
・
申
込
書
の
配
布

 

11
月
12
日
㈪
か
ら
左
記
に
て

受
付
期
間　

11
月
26
日
㈪
〜
12
月
７
日
㈮

１
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課（
福

祉
女
性
会
館
２
階
）☎
22

－

１
５
１
４

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）
※
詳
細
は
Ｃ
に
て

11

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

受
付
期
間　

11
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

※
申
込
書
は
期
間
前
に
も
配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
資
格

① 

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
が
あ

り
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

募

集

教
室
・
講
座

住宅名[募集戸数]
（所在地） 住宅の詳細

1 和田［２戸］
（下吉田7010‐１他）

間取り：３ＤＫ（S53築）
家賃：9,700円～18,000円
駐車場なし
浴槽・風呂釜持込

2 美
み

原
はら

［１戸］
（吉田久長85）

間取り：３DK（S57築）
家賃：11,800円～23,300円
駐車場：１戸１台500円

3 白久［１戸］
（荒川白久1642‐１）

間取り：２ＤＫ（H10築）
家賃：19,900円～39,100円
駐車場：１戸１台2,000円

※詳細はＣをご覧ください。

広告
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催

し

17
い
つ
ま
で
も 

若
々
し
く 

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

と　

き　

12
月
12
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
参
加
無
料
）

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
集
会
室

内  

容  

「
懐
か
し
の
８
ミ
リ
映
画

〜
昭
和
の
秩
父
〜
」
上
映

講　

師　

津
久
井
利
夫
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
市
民
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

２
11
月
19
日
㈪
か
ら
☎
に
て
高
齢
者
憩

い
の
家
（
☎
22

－
０
７
１
３
）
へ

18

子

育

て

講

演

会

　

い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
子
育
て
を
学
び
、

親
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈯
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

芸
術
文
化
会
館
２
階

演　

題　
「
親
心
を
育
む
大
切
さ
」

講　

師　

松
居　

和か
ず 
氏
（
前
・
埼
玉
県

教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
）

入
場
料　

無
料

１
秩
父
子
育
て
応
援
団　

池
田

　

☎
０
９
０

－

１
４
２
５

－

４
０
２
１

19

第
33
回
少
年
野
球
教
室

と　

き　

11
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分

集
合
、
９
時
開
講
式

と
こ
ろ　

秩
父
第
一
中
学
校
校
庭
（
雨

天
の
場
合
は
同
校
体
育
館
）

講　

師　

慶
應
義
塾
大
学
野
球
部

１
秩
父
野
球
連
盟　

青
木

　

☎
24

－

０
２
９
３

15

中
央
公
民
館

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ(

夜)

追
加
募
集

と　

き　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

と
こ
ろ　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
21
第
１
・
２

集
会
室
、
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー

ル
（
隔
週
で
会
場
変
更
）

講　

師　

五
味
公
子
先
生　

募
集
人
数　

20
人

参
加
費　

月
額
１
，
０
０
０
円
（
３
月

分
ま
で
集
金
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
ツ
ボ
押
し
棒
・

手
ぬ
ぐ
い
（
２
本
）

２
参
加
費
を
添
え
て
、中
央
公
民
館（
☎

22

－

０
４
２
０
）
へ

16
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と　

き　

12
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
（
参
加
無
料
）

●
電
気
工
事
科　

家
庭
の
電
気
配
線
を

知
ろ
う
（
安
全
点
検
の
方
法
と
簡
単
な

配
線
実
習
体
験
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
科　

身
に
つ
け
よ
う

介
護
の
ポ
イ
ン
ト
（
車
イ
ス
の
操
作
や

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
な
ど
介
護
技
術
体
験
）

２
・
１
12
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
に
熊
谷

高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校
（
☎
22

－

１
９
４
８　

上
町
３

－

21

－

７
）
へ

20

第
19
回
ち
ち
ぶ
市
場
大
感
謝
祭

　

市
場
と
消
費
者
と
の
交
流
事
業
と
し

て
、
青
果
物
や
水
産
物
等
の
販
売
を
は

じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

秩
父
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

※ 

行
楽
渋
滞
回
避
の
た
め
、
な
る
べ
く

高
篠
方
面
か
ら
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

１
農
政
課
☎
25

－

５
２
１
０

21

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

と　

き　

12
月
８
日
㈯
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
４
時
（
２
回
同
内
容
）

と
こ
ろ　

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

各
回
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

２
11
月
16
日
㈮
か
ら
☎
に
て

１
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所 

柴
﨑･

松
田

　

☎
23

－

１
２
６
０
（
平
日
の
み
）

22

２
０
１
２
文
化
講
演
会

と　

き　

11
月
25
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
１
階
集
会
室

対　

象　

秩
父
郡
市
在
住
の
方

定　

員　

１
６
０
人

テ
ー
マ　
「
生
活
保
護
っ
て
何
だ
ろ
う
」

〜
国
民
の
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
〜

講　

師　

冨と

樫が
し

匡ま
さ

孝た
か 

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
や
い
）

参
加
費　

無
料

１
秩
父
地
区
労
☎
22

－

１
８
４
７

（
月
・
水
・
金
曜
、
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
、
午
後
２
時
〜
４
時
）

広告広告
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料
代
が
か
か
り
ま
す
。）

※ 

駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
徒
歩
か
自
転

車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

１
東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

☎
22

－
０
２
７
２

27

秩
特
か
が
や
き
祭

と　

き　

12
月
１
日
㈯
午
前
10
時
10
分

〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

県
立
秩
父
特
別
支
援
学
校

内　

容　

児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
作

業
学
習
の
製
作
品
販
売
、
学
習
活
動
紹

介
、
バ
ザ
ー
な
ど

１
秩
父
特
別
支
援
学
校　

増
野
・
髙
野

　

☎
24

－

１
３
６
１

28

古
典
と
現
代
を
生
け
る

真
古
流
い
け
ば
な
展

と　

き　

11
月
23
日（
金
・
祝
）〜
25
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
25
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

矢
尾
百
貨
店
５
階
催
事
場

１
真
古
流　

岡
野
☎
22

－

２
２
６
０

29

ち
ち
ぶ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
写
真
展

　

純
益
金
は
年
末
助
け
合
い
と
し
て
、

市
お
よ
び
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
贈
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
21
日
㈬
〜
25
日
㈰
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
25
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階

１
ち
ち
ぶ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

笠
原

　

☎
22

－

２
７
３
０

25

正
月
飾
り
講
習
会

　

あ
な
た
だ
け
の
手
作
り
正
月
飾
り
で

新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

※ 

各
会
場
と
も
当
日
は
、
わ
ら
が
切
れ

る
は
さ
み
・
ハ
ン
カ
チ
（
タ
オ
ル
・

手
ぬ
ぐ
い
も
可
）・
座
布
団
を
持
参

２
表
内
の
各
公
民
館
ま
で

※ 

参
加
費
の
集
金
等
、
申
し
込
み
時
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

26
東
京
大
学
秩
父
演
習
林
を
知
ろ
う
！

影
森
祭

と　

き　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

秩
父
演
習
林
影
森
苗
畑

内  

容　

ミ
ニ
門
松
・
リ
ー
ス
・
干
支

の
工
作
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
！

対  

象　

一
般

参
加
費　

無
料
（
手
作
り
体
験
で
は
材

23

第
12
回
さ
や
か
の
つ
ど
い

　

地
域
の
方
と
障
が
い
者
と
の
ふ
れ
あ

い
と
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
施
設
さ
や
か

（
山
田
１
１
９
９

－

２
）

内　

容　

利
用
者
作
品
・
産
直
品
販
売
、

模
擬
店
、
く
じ
、
バ
ザ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン

ト（
来
場
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

１
さ
や
か
☎
24

－

９
９
５
１

24
第
38
回
秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と　

き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

水
辺
公
園
（
吉
田
取
方
）

１
秩
父
地
区
更
生
保
護
女
性
会（
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　

☎
０
９
０

－

２
１
５
５

－

６
０
２
５

市
役
所
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

30

ク
ボ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

と　

き　

11
月
18
日

㈰
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

皆
野
町
文

化
会
館

内　

容　

子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
「
親
指
姫
」
を
は

じ
め
、
日
本
を
代
表

す
る
舞
踏
家
と
生
徒
一
同
で
、
古
典
の

名
作
「
ク
ラ
ラ
の
夢
」「
ド
ン
キ
ホ
ー

テ
」
を
熱
演
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料
（
入
場
券
が
必
要
）

１
ク
ボ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

☎
23

－

３
９
７
０

皆野駅

吉田
総合支所

太田
小柱

大淵

皆野橋

番戸橋

奈
良
川
橋

新皆野橋

和銅大橋

尾田蒔蒔田泉田

取方

取方
運動公園

至秩父市街至小鹿野町

大野原駅

和銅黒谷駅

和銅大橋前

フリーマーケット
会場 140

299

文

駐車場出口

駐車場入口

フリーマーケット会場案内図

ところ と　き 定員・講師 参加費 申込方法

尾田蒔公民館
☎23－9010

12月22日㈯
９:00～12:00

20人
野口 清 
先生

500円
11月19日㈪９:00か
ら窓口または電話
にて（先着順）

原谷公民館
☎22－0658

12月23日
（日・祝）
９:00～12:00

30人
野口 清
先生

550円
（保険
料込）

11月30日㈮９:00か
ら電話にて
（先着順）

久那公民館
☎22－1495

12月13日㈭
９:00～12:00

20人
福島 進
先生

300円
電話にて随時受付
（先着順）

高篠公民館
☎22－1220

12月21日㈮
13:00～16:00

25人
清野 守二
先生

500円
窓口または電話に
て随時受付
（先着順）

広告
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※
一
般
の
部
の
み
男
性
は
２
人
ま
で

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

２
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
市
民
ス
ポ
ー
ツ

課
（
☎
25

－

５
２
３
０
）
へ
（
ス
ポ
ー

ツ
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）

34

伝
統
芸
能
公
演

「
秩
父
人
形
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
２

in
よ
こ
ぜ
」

　

秩
父
地
域
で
人
形
芝
居
を
伝
え
て
い

る
３
団
体
が
、一
堂
に
会
し
て
の
公
演
を

行
い
ま
す
。
哀
調
あ
る
語
り
に
合
わ
せ
、

１
〜
３
人
遣づ

か

い
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
た
人
形
芝
居
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
５
分

と
こ
ろ　

横
瀬
町
町
民
会
館

演　

目

・ 

白
久
串
人
形
芝
居
（
秩
父
市
）「
絵え

本ほ
ん

太た
い

功こ
う

記き

十じ
ゅ
う

段だ
ん

目め

尼あ
ま

ヶが

崎さ
き

閑か
ん

居き
ょ

之の

場ば

」

・ 

出じ
ゅ

牛う
し

浄
瑠
璃
人
形
（
皆
野
町
）「
御ご

所し
ょ

桜ざ
く
ら

堀ほ
り

川か
わ

夜よ

討う
ち

弁べ
ん

慶け
い

上じ
ょ
う

使し

之の

段だ
ん

」

・ 

横
瀬
人
形
芝
居
（
横
瀬
町
）「
日ひ

高だ
か

川が
わ

入い
り

相あ
い

桜ざ
く
ら

清き
よ

姫ひ
め

怨お
ん

霊り
ょ
う

の
場ば

」

入
場
料　

無
料

１
秩
父
人
形
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

事
務
局（
横
瀬
町
歴
史
民
俗
資
料
館
内
）

　

☎
24

－

９
６
５
０

35

第
55
回
記
念
県
北
美
術
展

と　

き　

12
月
６
日
㈭
〜
９
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時（
９
日
は
〜
午
後
３
時
）

と
こ
ろ　

行
田
市
総
合
体
育
館
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
（
観
覧
無
料
）

31

そ
ば
打
ち
・
ミ
ニ
門
松
作
り
体
験

と　

き　

12
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

30
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

２
12
月
11
日
㈫
ま
で
に
、

（
全
員
の

〒
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
）
か
☎
に
て

１
吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９

32

親

子

料

理

教

室

と　

き　

12
月
８
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

調
理

実
習
室

対　

象　

小
学
生
と
保
護
者

定　

員　

20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

内　

容　

お
し
る
こ
・
手
打
ち
煮
込
み

う
ど
ん
作
り

講　

師　

山
口
ア
ヤ
子
先
生
ほ
か

参
加
費　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

２
・
１
11
月
26
日
㈪
ま
で
に
吉
田
公
民

館
（
☎
77

－

１
１
０
０
）
へ
☎
ま
た
は

直
接
窓
口
に
て

33

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と　

き　

平
成
25
年
１
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
10
分
集
合（
開
館
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
在
勤
の
方

１
チ
ー
ム
４
人

チ
ー
ム
数　

80
チ
ー
ム（
多
数
の
場
合
抽
選
）

部　

門　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
・
初
心
者

の
部
（
経
験
２
年
未
満
）・
一
般
の
部

展
示
種
目　

絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

１
第
55
回
記
念
県
北
美
術
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
行
田
市
教
育
委
員
会
ひ
と

つ
く
り
支
援
課
内
）

　

☎
０
４
８

－

５
５
６

－

８
３
１
９

36
第
28
回
髙
橋
望
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
で
巡
る
世
界
の
音
楽

と　

き　

12
月
16
日

㈰
午
後
２
時
開
場
、

２
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

歴
史
文
化

伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

内　

容　

こ
の
曲
の

こ
こ
が
凄
い
！
音
楽
を
聴
く
と
、こ
ん

な
に
良
い
こ
と
が
あ
る
、
な
ど
分
か
り

や
す
い
ト
ー
ク
を
交
え
た
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料　

一
般　
　
　

２
，
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
１
，
０
０
０
円

１
タ
カ
ハ
シ
サ
イ
ク
ル
中
町
店

　

☎
22

－

１
３
５
７

37

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

12
月
23
日
（
日
・
祝
）

第
１
部
（
対
象
：
３
〜
６
歳
児
と
そ
の

保
護
者
）
午
前
11
時
〜
正
午

第
２
部
（
対
象
：
３
歳
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
）
午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館　

ホ
ー
ル

内　

容　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
薗
田
真
木

子
さ
ん
と
秩
父
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

髙
橋
望
さ
ん
に
よ
る
、
親
子
で
楽
し
む

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。

定　

員　

各
回
２
０
０
人

入
場
料　

大
人
・
子
ど
も　

１
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
総
合

案
内
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
、
生
涯
学
習
課
（
芸
術
文

化
会
館
内
）
に
て
販
売

※
芸
術
文
化
会
館
は
、
土
・
日
も
可
。

１
秩
父
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）
☎
23

－

２
２
９
４

芸術文化会館での催し38

休 館 日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時から午後５時

《各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください》
　皆さんの作品発表の場や作品制作の活動の場と
して、展示室・会議室の貸し出しを有料で行って
います。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。
１芸術文化会館☎２２－２４０６

と　き 内　　　容 会場

12月１日㈯
～８日㈯

《第13回秩父デッサン会展》
初日は午後１時から
最終日は午後３時まで

展示室
１

12月18日㈫
～24日㈪

《第34回絵画クラブ展（中央公民館）》
初日は午前10時から
最終日は午後３時まで

展示室
１

毎週金曜日
午前10時～
正午　　　

赤岩智恵子
『薔薇の微笑絵画教室』

※生徒募集中

会議室
３

毎週日曜日
午後３時～
５時　　　

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中

（対象：幼児・小中学生）
会議室

第２日曜日
第３金曜日
午後１時～
４時

海野俊雄
『金工教室～手作り作品～』
銀の指輪・小皿等を作ります

会議室

11月22日㈭
午後１時～
５時

福田久美子『押し花所用教室』 会議室
３

たばこのポイ捨て・歩きたばこは止めましょう！
たばこは喫煙所で！　携帯灰皿といっしょにマナーと良心を携帯しましょう
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医
療
機
関
で
の
適
正
な
受
診

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！
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ジ

オ

ツ

ア

ー

と　

き　

11
月
25
日
㈰
午
前
７
時
〜
午

後
６
時
（
西
武
秩
父
駅
集
合
・
解
散
）

と
こ
ろ　

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
と
群
馬

県
立
自
然
史
博
物
館
な
ど

内　

容　

小
型
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
。

鏑
川
の
河
原
を
歩
き
、
世
界
遺
産
に
推

薦
中
の
高
山
社
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

参
加
費　

２
，０
０
０
円
（
当
日
集
金
、

保
険
料
込
み
。
弁
当
は
持
参
に
て
）

２
・
１
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会
（
㈲

萩
原
印
刷
）
☎
24

－

４
１
１
６

42
第
４
６
３
回
日
曜
地
学
ハ
イ
キ
ン
グ

皆
野
で
川
原
の
石
と

地
層
を
調
べ
る

と　

き　

11
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
50
分（
皆
野
駅
集
合
・
解
散
）

内　

容　

秩
父
の
大
地
の
魅
力
満

載
！
荒
川
沿
い
に
見
ら
れ
る「
前
原
の

不
整
合
」な
ど
の
地
層
の
観
察
、
ビ
ー

ズ
ケ
ー
ス
を
使
っ
た
川
原
の
石
の
標
本

箱
を
作
製
な
ど
。

持
ち
物　

弁
当
、飲
み
物
、岩
石
ハ
ン
マ
ー

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料

代
）、
ビ
ー
ズ
ケ
ー
ス
を
希
望
す
る
場

合
は
、
２
５
０
円
で
頒
布
予
定
。

※
参
加
申
込
は
、
当
日
集
合
場
所
に
て

１
小
幡
喜
一
☎
23

－

４
６
０
６

43

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

●
草
履
作
り

と　

き　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

39

第
20
回
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト

〜
み
な
さ
ん
と
つ
く
る

楽
し
い
音
楽
サ
ロ
ン
〜

と　

き　

11
月
17
日
㈯
午
後
６
時
開
演

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容　
【
第
１
部
】
独
唱
・
独
奏
の

花
束
を
あ
な
た
に
【
第
２
部
】
す
て
き

な
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
【
第
３
部
】

合
唱
そ
し
て
あ
な
た
の
ス
テ
ー
ジ
で
す

入
場
料　

無
料

１
秩
父
市
ほ
の
ぼ
の
音
楽
愛
好
会

　

鈴
木
☎
23

－

５
８
６
９

『あなたが主役！チャレンジ講座』
　市民の皆さんが、自ら講師を務める講座です。ぜひご参加ください！

※参加希望者が５人以下の場合には開催しません。※・メールによる申込みも可。
『秩父まちづくり出前講座』もご利用ください！

　豊かな知識や優れた技能を持つ住民の皆さんが、講師に登録されています。活動条件
等詳細は、お問い合わせください。
２・１生涯学習課　☎２３－２２９４　２３－２２９８　３syogai@city.chichibu.lg.jp

40

講座名 内　容 と　き ところ 定　員 料　金 申込期限
① ママとベビーの
イベント

「Color's　vol.22 」
（主催：市内在住のマ
マ有志“Color's”さん）

ベビーマッサージ・キッ
ズマッサージ（希望制）、
健美堂ゑびすがおの大野
仲代先生によるストレッ
チ教室

11月22日㈭
午前９時30分

～午後２時
（途中参加・退室可）

札所12番
野坂寺 

25人
（先着順）

200円～
1,200円
(希望する
内容によ
り変更)

11/19㈪

②40歳からの
　ヨガ・気功

ゆったりとした無理のな
い動きと深い呼吸で「す
こやかさ」を実感し、リ
フレッシュしましょう

11月27日㈫
12月４日㈫
12月11日㈫　全３回
午後７時～８時30分

荒川
公民館
軽運動室

10人
（先着順）
※ 40～65歳
の方優先

無料 11/20㈫

　

休
日
や
夜
間
に
、軽
症
の
患
者
さ
ん
の

救
急
医
療
機
関
で
の
受
診
が
増
え
る
と
、

救
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
さ
ん
の
治

療
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

必
要
な
方
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

● 

休
日
や
夜
間
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ

う

　

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急
医

療
機
関
は
、
緊
急
を
要
す
重
症
患
者
さ

ん
の
た
め
の
も
の
で
す
。
救
急
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
場
合
以
外
は
、
平
日
の

診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

● 

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
歯
科

医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
、
医
療
相

談
な
ど
に
応
じ
て
も
ら
え
る
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ

ば
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歯
科
の
救
急
医
療
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

ち
、
定
期
的
に
歯
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

● 

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
、
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
る
重
複
受
診
は
、
何
度
も
検
査
を

し
た
り
投
薬
を
行
っ
た
り
す
る
の
で
、

体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

１
地
域
医
療
対
策
課
☎
22

－

２
２
７
９

内　

容　

わ
ら
と
布
を
使
っ
て
草
履
製
作

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

※
そ
の
他
11
〜
12
月
の
催
し
は
Ｃ
に
て

１
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－
０
０
２
６

44

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

●
秩
父
市
内
レ
ト
ロ
な
ま
ち
な
か
ハ
イ
ク

と　

き　

12
月
13
日
㈭
午
前
10
時
35
分

秩
父
鉄
道
御
花
畑
駅
集
合（
参
加
無
料
）

対　

象　

家
族
・
一
般

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

２
12
月
１
日
㈯
か
ら
☎
で
大
滝
げ
ん
き

プ
ラ
ザ
（
☎
55

－

０
０
１
４
）
へ

45

み
ど
り
の
村
の
催
し

●
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
体
験

と　

き　

12
月
９
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

30
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

11
月
30
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

※
５
ℓ
の
容
器
を
持
参
す
る
こ
と

２
往
復
は
が
き
（
催
し
名
・
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
年
齢
を

記
入
）
に
て

１
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所　

〒
３
６

８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下
小
鹿
野
27

　

☎
75

－

３
４
４
１

お
詫
び
と
訂
正　

10
月
号
９
ペ
ー
ジ
「
あ
っ
ぱ

れ
子
ど
も
た
ち
」
な
ら
び
に
20
ペ
ー
ジ
26
「
わ

く
わ
く
秋
ま
つ
り
」内
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正　

た
か
の
は
し
ゆ
ら
ぎ
さ
ん

誤　

た
か
は
し
ゆ
ら
ぎ
さ
ん

正　

花
の
森
こ
ど
も
園　

誤　

花
の
こ
ど
も
園
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担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「おきがるコール」へご連絡を！
　☎２６－１１３３（専用電話）

11・12
市民生活課の無料相談 問☎２５－５２００
相談名 とき・ところ

法 律
12月20日㈭　10時～15時 秩父市役所（※）
※電話予約が必要。11月20日㈫午前９時から受付、各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜　13時～16時 秩父市役所（※）
11月21日㈬　13時～16時 大滝総合支所
12月19日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政
※時間は
　いずれも
　13時～15時

11月19日㈪、12月17日㈪ 秩父市役所（※）
12月３日㈪ 吉田総合支所（振興会館）
11月26日㈪、12月17日㈪ 大滝総合支所
11月12日㈪、12月10日㈪ 荒川総合支所

市 民 第２・４木曜　13時～16時

秩
父
市
役
所（
※
） 

消費生活（多重債務） 毎週月～金曜日　９時～16時
行 政 手 続 12月11日㈫　13時～15時
登 記 11月21日㈬、12月19日㈬　13時～15時
税 務 12月10日㈪　10時～12時
不 動 産 11月15日㈭、12月20日㈭　10時～12時
暴 力 11月22日㈭、12月27日㈭　10時～15時
女 性 11月27日㈫、12月25日㈫　13時～15時
労 務・年 金 12月14日㈮　13時～15時
公 証 第２・４火曜　９時30分～12時
※ 秩父市役所の相談会場は歴史文化伝承館です。（消費生活：４階、
法律：５階、その他：１階）なお、相談日が祝日の場合はお休みです。
相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－0723
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと 

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204 ※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児(者)に つ い て

月～金曜　９時～18時 フレンドリー
☎22－7785 22－7055（身体障がい）
☎22－7045 21－6705（知的障がい）土曜 　９時～16時

精神障がい者
に つ い て 月～金曜　９時～17時 生活支援センター｢アクセス｣

☎24－1025 24－1026
障がい者の
就 労・ 生 活 月～金曜　９時～18時 秩父障がい者就労支援センター

「キャップ」☎・22－2870
い じ め・
不 登 校 等 月～金曜　９時～17時 教育相談室 ☎22－2228

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時 （要予約）

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜 ８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局☎22－0827人権擁護委員による相談　

火曜（第５週を除く）９時～16時

結 婚
12/８㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）
いきがいセンター 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と 11/15㈭　13時～16時

福祉女性会館

不 動 産 11/15㈭　13時～15時
地場産センター３階

埼玉県宅建協会秩父支部
☎24－1774

内 職 月～金曜　９時～16時
ジョブプラザちちぶ ジョブプラザちちぶ

（地場産センター３階）
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業

月～金曜　９時～17時
ジョブプラザちちぶ

第３水曜　10時～16時
吉田総合支所

中小企業者向
け金融よろず

12/５㈬13時～16時30分
※前々日までに☎で要予約
商工課（地場産センター３階）

商工課☎25－5208
(相談：埼玉県信用保証協会)

緊急・雇用労働 11月25日㈰　 商工課（地場産センター３階）
※11月19日㈪17時15分までに☎で要予約　 商工課☎25－5208

労 働 相 談・
メンタルヘルス
（各機関の相談）

●秩父保健所「心の健康相談」　☎22－3824
電話相談：月～金曜、午前８時30分～午後５時
精神科医師による相談：要予約
●労働相談センター（さいたま市）　☎048－830－4522
　電話相談、産業カウンセラーのメンタルヘルス相談

　働きたい若者（44歳以下）や女性を対象としたカウンセ
リングを無料で行います。
●キャリアカウンセリング（要予約）
と　き　11月21日㈬、12月５日㈬・19日㈬
　　　　午前10時～（１人45分、５人まで）
ところ　 秩父勤労者福祉センター（国道140号沿い、秩父

第一小学校前）
専用受付ダイヤル（キャリアセンターブランチ・ジョブナ
ビゲーション事務局）☎０４８－６０１－２２２９
１商工課☎２５－５２０８

と　き　11月28日㈬午後２時～３時30分
ところ　地場産センター３階「ジョブプラザちちぶ」
テーマ　応募書類の作り方
定　員　15人（申込順、要予約）
１ジョブプラザちちぶ☎２４－５２２２

　県内すべての労働者とその使用者に適用される埼玉県最
低賃金が、10月１日から「時間額７７１円」になりました。
　なお、特定の産業については、別途特定産業別最低賃金
が適用されます。
１埼玉労働局賃金室☎０４８－６００－６２０５
　秩父労働基準監督署☎２２－３７２５

かしこい就職方法教えます

就職支援セミナー開催

埼玉県最低賃金の改定

秩父図書館の催しもの
●絵本相談日
と　き　11月27日㈫午前10時～正午
●おはなし会（約40分）
と　き　11月24日㈯、12月８日㈯午後２時～
対　象　４歳以上の幼児から小学校低学年の児童
※ポイントスタンプを押します。（高校生まで）
●大人のためのお話会
　ふだん子どもにしている童話や昔話を大人の方にも楽しんで
いただく集いです。どうぞお気軽におでかけください。
と　き　11月17日㈯午前10時30分～11時30分
●朗読への誘い　秋の朗読会
　朗読講座講師の庄野輝子先生による公開講座です。どなたで
もお聴きいただけます。
と　き　11月29日㈭午後２時～
※おはなし会や朗読会の会場は２階視聴覚室です。

荒川図書館の催しもの
●ピヨピヨタイム（約30分）
と　き　12月11日㈫午前11時～ 
対　象　幼稚園・保育園に入る前のお子さんと保護者
ところ　ネットコミュニケーションルーム

移動図書館車の巡回予定
●上吉田塚越　風間商店前（午後２時30分～３時）
　12月４日㈫
●大滝中学校駐車場（午前11時15分～11時45分）
　12月７日㈮
●荒川西小学校職員駐車場（午後１時～２時）
　12月６日㈭
◎大雨等悪天候により、巡回できない場合があります。
◎ 貸出しには『図書館利用カード』が必要です。利用カードがない
方はその場で発行しますので、身分証明書をお持ちください。

◎貸出期間は次回巡回日までです。

秩父図書館（午前10時～午後６時）上町３－６－27 ☎22－0943
荒川図書館（午前９時～午後５時）荒川日野66－２ ☎54－1034
秩父図書館吉田分館（午前９時～午後５時）下吉田6569－１ ☎77－1100
秩父図書館大滝分館（午前９時～午後５時）大滝945 ☎55－0033

※図書館休館日はP.28「くらしのカレンダー」をご覧ください。



日日時　場場所　内内容　対対象　持持ち物　定定員　費費用　申申込み　問問い合わせ　詳詳細

（藤岡局0274）

※ 休日診療所以外の診療時間：午前９時～午後６時（藤岡市を除く）
ただし、（※）印の病院は午後６時以降に来院する場合、あらか
じめ☎で確認のうえ受診してください。
※ 医師会休日診療所の診療時間：午前10時～午後５時
※詳しくは秩父郡市医師会・藤岡多野医師会のＣにて確認できます。
※ 医療機関の都合で変更になることがあります。秩父消防本部（☎
２１－０１１９）でご確認ください。

平日夜間小児初期救急
曜日 病　院　名 電　　話
月曜 あらいクリニック ☎25－2711
水・金曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
火・木曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

埼玉県小児救急電話相談
電話番号　＃８０００（シャープ８０００番）　※NTTプッシュ回線の場合
　　　　048－833－7911　※IP・ひかり・ダイヤル回線の場合
相談時間　月～土曜：午後７時～翌午前７時
　　　　日曜・祝日・年末年始：午前９時～翌午前７時

11
月
11
日

医師会休日診療所
小 鹿 野 中 央 病 院
皆 野 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（一次救急）

熊 木 町
小鹿野町
皆 野 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎75－2332
☎62－6300
☎22－3311

11
月
18
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
秩父市立病院（※）
篠 塚 病 院

（内・小）
（外・内）

熊 木 町
下 影 森
桜 木 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－1801
☎23－0611
☎23－9261

11
月
23
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
秩 父 病 院（※）
光 病 院

（内・小）
（内）

熊 木 町
日野田町
和 泉 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－3000
☎22－3022
☎24－1234

11
月
25
日

医師会休日診療所
健 生 堂 医 院
秩 父 病 院（※）
鬼 石 病 院

（内・小）
（外・内）

熊 木 町
東 町
和 泉 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－0270
☎22－3022
☎52－3121

12
月
２
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
皆 野 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊 木 町
日野田町
皆 野 町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎22－0043
☎62－6300
☎24－3111

12
月
９
日

医師会休日診療所
小 鹿 野 中 央 病 院
秩 父 病 院（※）
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（一次救急）

熊 木 町
小鹿野町
和 泉 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎75－2332
☎22－3022
☎22－3311

12
月
16
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩父市立病院（※）
篠 塚 病 院

（内・小）
（内・外）

熊 木 町
長 瀞 町
桜 木 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎23－9261
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○ＢＣＧ　
日11月26日㈪13：30～14：15受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わせく
ださい。

■健康相談
日12月13日㈭９：30～10：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳

吉田保健センター ☎77－1112
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■２歳児歯科健診
日11月16日㈮13：00～13：45受付
対平成22年９月・10月生まれ
内歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布等
■育児相談
日12月４日㈫９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■予防接種 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ　
日12月14日㈮13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わせく
ださい。

大滝保健センター ☎55－0102
■育児相談・健康相談　場大滝総合支所内　
内育児相談、健康相談　
申相談を希望する方は、大滝保健センターへ電話にて

荒川保健センター ☎54－2231
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■２歳児歯科健診
日12月５日㈬13：00～13：45受付
対平成22年10・11月生まれ
内歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布等
■育児相談
日12月10日㈪９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■健康相談
日12月12日㈬13：30～14：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ　
日11月21日㈬13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月の間に受けられない場合はお問い合わせ
ください。

日11月16日㈮　　内  １歳６か月児健診（H23.３・４月生）
 ３歳児健診（H21.６・７月生）

日12月14日㈮　　内４か月児健診（H24.７・８月生）
 10か月児健診（H24.１・２月生）

日11月21日㈬　　内  ４か月児健診（H24.６・７月生）
 10か月児健診（H23.12・H24.１月生）

日12月５日㈬　　内  １歳６か月児健診（H23.４・５月生）
 ３歳児健診（H21.７・８月生）
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各保健センター共通のお知らせ
■各保健センター等で受けられる検診（集団検診：乳・子宮
頸がん検診）の申し込み
　１月に実施する集団検診の申し込みを、12月１日から各保
健センターで受け付けます。（受付時間８：30～17：15、土・
日･祝日を除く）

申窓口または電話にて（先着順、定員になり次第締め切ります。）
詳健康カレンダーをご覧ください。
■指定医療機関で受けられる検診（個別検診：胃がん・子宮
がん・歯周疾患検診）および大腸がん検診の申し込み
申各保健センターの窓口で随時受け付けています。
（受付時間８：30～17：15、土・日・祝日を除く）
詳健康カレンダーをご覧ください。
■がん検診推進事業（乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診）
について
　平成24年度「がん検診推進事業」を実施しています。該当
の方には、検診手帳とともに無料クーポン券を配布しました。
　無料クーポン券の有効期間は、平成25年１月31日㈭までで
す。検診がお済みでない方は、早めに受けましょう。
■高血圧予防の健康相談
日11月27日㈫13：30～15：30（受付13：15～）
場秩父保健センター
内みそ汁の塩分濃度測定および試飲、栄養相談・健康相談、
血圧測定、保健師によるミニ講話
持健康手帳、ご自宅のみそ汁（塩分濃度を測定しますのでお
たま１杯程度をビニール袋に入れてお持ちください。）
申秩父保健センターの窓口または電話にて
■秩父市言語教室「えがおの会」
日12月20日㈭13：30～15：30　場影森公民館
対脳血管疾患等の後遺症により、「話す｣・｢読む｣・｢書く｣・
｢聴いて理解する｣などでお困りの方と家族
内歌やゲーム、口の体操、参加者同士でのコミュニケーショ
ン等
詳各保健センターへ
■おいしーヘルシー料理教室
日12月18日㈫10：00～12：00（受付９：45～）
場秩父保健センター
内生活習慣病予防のための減塩・低脂肪の簡単料理の実習お
よび講話
持エプロン、三角巾、筆記用具
申11月26日㈪から秩父保健センターの窓口または電話にて
■ソーシャルクラブ（まごころの会）
　こころに病気をもつ方の、自立や社会復帰を目指したグ
ループ活動です。
日12月12日㈬13：30～15：30
対精神に障がいのある市民の方
内料理やスポーツ、室内ゲームなど

場秩父保健センター　詳各保健センターへ
■四種混合ワクチンについて
　11月から四種混合ワクチンの定期接種が導入され、以下の
指定医療機関で受ける個別接種になります。
　四種混合ワクチンは、三種混合ワクチン（ジフテリア・百
日咳・破傷風）に不活化ポリオワクチンを混合したものです。
乳幼児が百日咳にかかると重症化するおそれがあるので早め
に接種をしましょう。
○ 対象者：生後３か月～７歳６か月未満で８月以降生まれた
方（初回接種は生後３か月に達した日から生後１歳に達す
るまでの期間を標準的な接種期間とする。）
○回数：４回
　・初回…３回接種（20日～56日までの間隔で接種）
　・追加… １回接種（初回３回目を接種した日から１年～１

年６か月の間に接種）
　追加接種は現在実施中の臨床試験の結果をふまえて今後定
期接種となります。
※ すでに三種混合ワクチンや不活化ポリオワクチンを接種開
始している場合は、原則、最初に使用したワクチンで最後
まで使用することとされています。
○指定医療機関は、下記のとおりです

　　　
■高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費補助
　75歳以上の市民の方を対象として肺炎球菌ワクチン予防接
種費の一部補助を実施しています。
対満75歳以上の市民の方（接種日に75歳になっている方）
日平成25年３月31日まで　場指定の医院・病院等
費接種料金6,500円（自己負担4,500円、市の補助2,000円）
※ 一人１回限り補助（自己負担金は接種を受けた指定医院・
病院等窓口で支払い）
※生活保護世帯・中国残留邦人等支援受給の方は全額補助
※指定の医院・病院等、詳しくはお問い合わせください。
■すこやか相談　※予約制・個別相談
場各保健センター
対お子さんのしつけ、ことば、その他子育て等に心配・不安
のある方
申各保健センターへ電話にて
※詳しい日時は相談のうえお知らせします。

秩父保健センター ☎22－0648
※駐車場が満車の場合は第２駐車場をご利用ください
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談　
日11月21日㈬、12月14日㈮９：30～10：30受付
（相談希望者は10：15まで）
内育児相談、身長・体重測定
■予防接種 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合
日12月７日㈮・１月７日㈪13：30～14：15受付
対生後３か月～７歳６か月未満

検診名 ところ とき

乳・子宮頸がん検診 秩父保健センター １/16㈬

・浅海医院 ・あさひ診療所 ・新井医院
・あらいクリニック ・荒舩医院 ・石塚内科胃腸科医院
・石塚クリニック ・伊藤医院 ・井上皮膚科医院
・大谷津医院 ・荻原医院 ・倉林医院　　　
・倉林外科胃腸科医院・近藤医院 ・鈴木内科眼科クリニック
・秩父市大滝国保診療所・秩父市立病院 ・南須原医院
・野田医院 ・本間医院 ・水野医院　　
・横田内科呼吸器科クリニック・高橋内科クリニック・長瀞医新クリニック
・虹の橋クリニック ・三上医院

日12月６日㈭　　内  ３歳児健診（H21.８月生）
　12月12日㈬ ４か月児健診（H24.７月生）

　12月18日㈫ 10か月児健診（H24.２月生）
　12月19日㈬ １歳６か月児健診（H23.５月生）



最終日曜
窓　口

大滝 行政相談

吉田 行政相談

秩父 人権相談

平日夜間窓口

秩父 人権相談 秩父 市民相談 秩父 労務・年金相談
秩父 公証相談
秩父 行政手続相談

秩父 登記相談
荒川 人権相談

秩父 法律相談
秩父 不動産相談

秩父 行政相談
大滝 行政相談

秩父 税務相談
荒川 行政相談

荒川 行政相談

平日夜間窓口

秩父 人権相談
秩父 公証相談
秩父 行政手続相談

秩父 法律相談
秩父 不動産相談

秩父 公証相談
秩父 女性相談

秩父 登記相談
大滝 人権相談

秩父 市民相談
秩父 暴力についての相談

吉田 法律相談
秩父 行政相談

日 月 火 水 木 金 土

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口
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休館：秩父 荒川 吉田
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休館：大滝 休館：秩父 休館：秩父荒川 吉田
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休日窓口
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荒川 育児相談

秩父 10か月児健診 秩父 １歳６か月児健診

秩父 ４か月児健診

吉田 脂質異常症予防教室③
荒川 乳・子宮頸がん検診

秩父 ３歳児健診 秩父 三種混合予防接種

くらしのカレンダー

11/11（日）～12/22（土）

吉田 育児相談 荒川 １歳６か月・３歳児健診
荒川 ２歳児歯科健診

秩父 健康相談
秩父 乳がん・子宮頸がん検診

秩父 １歳６か月児健診

秩父 育児相談
吉田 ４か月・10か月児健診
吉田 ＢＣＧ予防接種

休日窓口

休日窓口

休館：大滝

休館：大滝
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休館：大滝

休館：大滝 休館：秩父 荒川 休館：吉田 大滝吉田

休館：秩父 荒川 吉田

�� �� �� �� �� ��

休日窓口

休日窓口 秩父 両親学級①

秩父 10か月児健診 秩父 両親学級③

吉田 脂質異常症予防教室② 秩父 乳・子宮頸がん検診

秩父 ＢＣＧ予防接種 秩父 高血圧予防の健康相談

荒川 生活習慣病予防講座③

秩父 おいしーヘルシー料理教室

吉田 １歳６か月・３歳児健診
吉田 ２歳児歯科健診

勤労感謝の日
休日窓口

秩父 4か月児健診
荒川 健康相談
荒川 生活習慣病予防講座②

秩父 育児相談
荒川 ４か月・10か月児健診
荒川 ＢＣＧ予防接種

ふらっと市長室
　　（Ｐ.５参照）

ふらっと市長室
　　（Ｐ.５参照）

秩父夜祭秩父夜祭

秩父 両親学級②
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平日夜間・最終日曜・休日窓口（歴史文化伝承館１階）
※歴史文化伝承館西側入口をご利用ください。 保健センターの催し・健診など（１段目）

■ Ｐ．26、27「保健センターだより」や、３月号
と合わせて配布した「秩父市健康カレンダー」
もご覧ください。

市民生活課の無料相談室（２段目）
秩父歴史文化伝承館 吉田吉田総合支所
大滝大滝総合支所 荒川荒川総合支所
●消費生活相談（多重債務）　
日毎週月～金曜日（午前９時～午後４時）
場歴史文化伝承館４階
問市民生活課☎２５－５２００
■ その他の相談はＰ．25「無料相談室」をご覧く
ださい。

秩父夜祭のため、12月１日㈯から３日㈪まで、来庁者駐車場はご利用できません
のでご了承ください。また、12月２日㈰は、休日窓口を行いません。（ただし、火葬
許可証の発行は行います。）

午後５時15分～７時15分
（第２、第４木曜日）

午前８時30分～正午
午後１時～５時

午前８時30分～正午
午後１時～５時

市民課・保険年金課・こども課・収納課 市民課
①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課税証明書等の発行
③印鑑登録および印鑑証明書の発行
④納税と納税相談の受付
⑤死亡届に関する業務
⑥転入、転出、転居届等の受付
⑦国民健康保険、国民年金、高齢者医療等に関する業務
⑧保育所、児童手当、子育て支援等に関する業務
⑨ パスポート（旅券）交付業務（最終日曜窓口では午前９
時～正午、午後１時～４時30分）
⑩住民基本台帳カード（電子証明書を除く）に関する業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、所得課税
証明書等の発行
③ 印鑑証明書の発行（印鑑
登録は行いません。）
④ 市への納入金の預かり
（市税等、水道料、墓地
使用料等）
⑤火葬許可証の発行業務

１市民課☎２２－５３４８　　保険年金課☎２５－５２０１
　収納課☎２２－２２１０　　こ ど も 課☎２５－５２０６　　

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休日窓口

図書館休館日（最下段）
秩父秩父図書館 吉田吉田分館
大滝大滝分館 荒川荒川図書館
■ Ｐ．25「図書館だより」もご覧ください。

11月の納税 １収納課☎２２－２２１０

納期限

11/30㈮ ●国民健康保険税　第５期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。
口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えます
ので預貯金の残高をご確認ください。


